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鹿児島県日置市 

市の人口（住民基本台帳） 

市の面積　253.06㎞2

総人口　52,514人（　△2） 

　男　　24,525人（　　6） 

　女　　27,989人（　△8） 

世帯数　22,378　（　20） 
11月1日現在 （　）は前月比 

祭文奏上 ! 
　市街地を練り歩き、徳重神社に到着

した伊集院町武者行列保存会。島津義

弘公の武勇をしのび、大将の大迫広幸

さんが厳かな雰囲気の中祭文を読み上

げました。 

（10/28　伊集院町武者行列保存会） 
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西
郷
は
温
泉
好
き
で
各
地
の
温
泉

を
回
っ
て
い
ま
す
。
吹
上
温
泉
に
は
明

治
三
（
一
八
七
〇
）
年
と
明
治
七
年
に

滞
在
し
て
い
ま
す
。
吹
上
温
泉
は
、
古

く
は
伊
作
温
泉
の
名
で
人
々
に
親
し
ま

れ
た
温
泉
地
で
す
。 

　
明
治
七
年
の
滞
在
は
、
意
見
の
対

立
か
ら
新
政
府
を
辞
め
た
翌
年
に
な
り

ま
す
。
こ
の
と
き
は
四
十
日
以
上
も
滞

在
し
ま
し
た
。
西
郷
は
、
吹
上
に
滞
在

し
て
い
る
と
き
は
好
き
な
狩
り
を
楽
し

ん
で
い
た
よ
う
で
す
。
西
郷
は
地
元
の

人
々
と
親
し
く
交
わ
り
、
国
の
形
勢

を
論
じ
、
村
の
基
本
財
産
と
し
て
植
林

を
勧
め
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
明
治
十
年
、
西
郷
は
西
南
戦
争
で

敗
れ
、
城
山
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

吹
上
の
人
々
は
西
郷
を
偲
び
、
昭
和
二

年
に
、
吹
上
温
泉
を
見
下
ろ
す
丘
に
「
西

郷
南
洲
翁
来
遊
の
碑
」
を
建
て
ま
し
た
。

文
字
は
東
郷
平
八
郎
の
筆
で
、
石
碑
の

除
幕
式
に
は
息
子
の
西
郷
菊
次
郎
も

参
加
し
て
い
ま
す
。 

  

　
西
郷
隆
盛
は
、
鹿
児
島
城
下
の
下

級
武
士
の
家
に
文
政
十
（
一
八
二
七
）

年
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
地
方
を
回
る
役

職
な
ど
を
勤
め
て
い
ま
し
た
が
、
安
政

元
（
一
八
五
四
）
年
に
薩
摩
藩
主
島
津

斉
彬
に
抜
擢
さ
れ
、
江
戸
に
行
き
、

斉
彬
の
側
近
と
し
て
活
動
す
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
篤
姫
が
将
軍
家
に
輿
入

れ
す
る
際
に
は
準
備
係
を
勤
め
、
奔

走
し
た
よ
う
で
す
。
そ
の
後
も
、
一
橋

慶
喜
（
後
の
十
五
代
将
軍
）
を
将
軍

に
す
る
た
め
に
、
篤
姫
に
密
書
を
送
り
、

大
奥
へ
の
工
作
を
行
な
っ
た
と
さ
れ
て
い

ま
す
。 

　
斉
彬
の
死
後
、
西
郷
は
二
度
も
島

流
し
に
さ
れ
る
な
ど
不
遇
の
時
期
を
過

ご
し
ま
す
が
、
小
松
帯
刀
や
大
久
保

利
通
な
ど
の
尽
力
で
薩
摩
藩
の
中
枢
に

復
帰
し
ま
す
。
慶
応
四
（
一
八
六
八
）

年
に
西
郷
は
官
軍
を
率
い
て
江
戸
を
目

指
し
ま
し
た
。
江
戸
攻
撃
直
前
に
、

篤
姫
か
ら
攻
撃
中
止
の
嘆
願
を
受
け
ま

す
。
二
人
の
努
力
も
あ
り
、
攻
撃
は

回
避
さ
れ
、
江
戸
城
は
無
血
開
城
と

な
り
ま
し
た
。 

  

　
吹
上
地
域
永
吉
地
区
に
あ
る
天
昌

寺
跡
に
、
篤
姫
の
実
兄
島
津
久
敬
の

墓
が
あ
り
ま
す
。
天
昌
寺
は
、
島
津

氏
の
分
家
で
永
吉
を
領
有
し
て
い
た
永

吉
島
津
家
の
菩
提
寺
で
す
。
久
敬
は
、

篤
姫
の
生
家
の
今
和
泉
島
津
家
に
次

男
と
し
て
生
ま
れ
、
永
吉
島
津
家
の
養

子
に
な
り
ま
し
た
。
今
和
泉
島
津
家

も
永
吉
島
津
家
と
同
様
に
、
島
津
氏

の
分
家
で
、
領
地
を
有
す
る
名
門
同

士
な
の
で
養
子
に
選
ば
れ
た
の
で
し
ょ
う
。 

　
久
敬
は
嘉
永
五
（
一
八
五
二
）
年
に

永
吉
島
津
家
第
十
三
代
当
主
に
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
久
敬
が
当
主
で
い

た
の
は
わ
ず
か
三
年
で
、
何
ら
か
の
理

由
で
当
主
を
辞
め
て
い
ま
す
。
そ
の
理

由
は
伝
え
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
明
治
維

新
の
後
も
永
吉
で
隠
居
生
活
を
続
け
て

い
た
よ
う
で
す
。
篤
姫
と
同
じ
よ
う
に

波
乱
の
生
涯
で
し
た
。 

 〈
引
用
参
考
文
献
〉 

 

　『
吹
上
町
の
文
化
財
と
神
話
・
伝
説
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
吹
上
町 

　『
永
吉
に
眠
る
篤
姫
の
兄
久
敬
』 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
土
原
伸
也 

　『
天
璋
院
篤
姫
』　
　
寺
尾
美
保 

　
平
成
二
十
年
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
天
璋
院
篤
姫
」
が
放
映
さ
れ
る
の
を
機
に
、

篤
姫
や
明
治
維
新
に
関
わ
る
日
置
市
内
の
人
物
や
文
化
財
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま

す
。 

　
明
治
維
新
最
大
の
功
労
者
の
一
人
で
あ
る
西
郷
隆
盛
は
、
明
治
維
新
か
ら
西
南
戦

争
ま
で
の
間
に
、
吹
上
地
域
に
何
回
か
訪
れ
て
お
り
、
ゆ
か
り
の
地
が
い
く
つ
か
残
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
吹
上
地
域
に
は
篤
姫
の
兄
弟
に
ま
つ
わ
る
史
跡
も
あ
り
ま
す
。

西
郷
は
篤
姫
と
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。 
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市
の
防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
安
心
・
安
全
を
確

保
す
る
た
め
、
現
在
、
本
庁
・
支
所

の
四
カ
所
の
親
局
を
中
心
に
、
四
つ

の
周
波
数
を
使
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
無
線

に
よ
り
、
各
ご
家
庭
の
個
別
受
信
機

と
屋
外
の
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
情
報
を

お
伝
え
し
て
お
り
ま
す
。（
一
部
の

地
域
で
は
、
無
線
で
受
信
し
た
情
報

を
自
治
会
所
有
の
ア
ン
プ
を
経
由
し

て
有
線
で
も
情
報
を
提
供
し
て
お
り

ま
す
）【
図
１
】 

　
こ
の
よ
う
な
形
で
防
災
行
政
無
線

を
運
用
し
て
お
り
ま
す
が
、
施
設
の

老
朽
化
も
進
ん
で
き
て
お
り
、
近
い

将
来
、
シ
ス
テ
ム
の
更
新
を
行
う
必

要
が
生
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
更
新
を

行
う
場
合
、
基
本
的
に
周
波
数
の
利

用
が
一
自
治
体
、
一
周
波
数
と
い
う

制
約
も
あ
り
、
ひ
と
つ
の
地
域
だ
け

更
新
す
る
の
で
は
な
く
、
市
全
体
の

シ
ス
テ
ム
更
新
を
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。
全
て
の
シ
ス
テ
ム
を
更
新
す

る
と
し
た
場
合
、
概
算
二
十
数
億
円

が
必
要
に
な
る
見
込
み
で
、
国
の
補

助
事
業
も
な
く
、
全
て
を
市
債
（
地

方
債
）
と
一
般
財
源
で
充
て
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

　
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
昨

年
、
市
が
整
備
し
ま
し
た
公
共
施
設

を
結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
て

整
備
で
き
な
い
か
検
討
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。【
図
２
】 

 

　
そ
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
の
無
線
に

よ
る
情
報
提
供
か
ら
市
内
全
世
帯
を

ケ
ー
ブ
ル
で
結
び
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ご

家
庭
に
告
知
端
末
（
音
声
告
知
の
た

め
の
機
器
）
を
配
置
し
、
情
報
を
お

伝
え
す
る
方
法
に
変
更
す
る
方
向
で

進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
関
係

の
機
器
等
に
つ
い
て
は
、
全
て
市
が

整
備
し
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
負
担
は
生
じ
ま
せ
ん
。 

 

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と

で
、
市
内
全
域
を
対
象
に
し
た
一
斉

放
送
や
各
地
域
単
位
、
地
区
館
単
位
、

自
治
会
単
位
な
ど
、
あ
ら
か
じ
め
放

送
す
る
グ
ル
ー
プ
を
設
定
す
る
こ
と

で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
分
け
て
情
報
を
お

伝
え
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
細
か
い
運
用
に
つ
い
て
は
、

今
後
い
ろ
い
ろ
と
協
議
を
行
い
決
定

し
ま
す
。 

　
そ
れ
と
有
線
で
整
備
し
た
場
合
、

停
電
や
断
線
時
の
対
応
が
問
題
に
な

り
ま
す
が
、
停
電
対
策
を
講
じ
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
断
線
に
つ
い
て

は
、
市
内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
ケ
ー

ブ
ル
）
を
ル
ー
プ
（
円
を
描
く
形
）

で
構
築
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
右
回

り
、
左
回
り
ど
ち
ら
で
も
放
送
で
き

る
こ
と
か
ら
、
実
際
の
運
用
を
工
夫

し
て
ま
い
り
ま
す
。
た
だ
、
大
規
模

な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
無
線
で

あ
っ
て
も
有
線
で
あ
っ
て
も
限
界
が

あ
り
ま
す
の
で
、
い
か
に
早
く
正
確

な
情
報
を
お
伝
え
し
、
そ
れ
に
基
づ

い
た
的
確
な
初
動
体
勢
を
と
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

■
市
の
防
災
行
政
無
線
の 

　
統
合
に
つ
い
て 

　
市
で
は
、
十
月
十
日
か
ら
十
一
月
一
日
に
か
け
て
、
市
内
二
十

三
カ
所
で
市
民
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
の
概
要

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。 

市
防
災
行
政
無
線
の
統
合
と 

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
の
概
要
に
つ
い
て 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
民
説
明
会
を
開
催 

図１　日置市防災行政無線の現状 図３　防災行政無線を有線化した場合のイメージ図 

図２　防災行政無線とケーブルテレビの今後の整備方針 図４　デジタル化される理由 
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ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
の
導
入
に

つ
い
て
は
、
昨
年
十
一
月
の
「
広
報

ひ
お
き
」
で
そ
の
概
要
を
紹
介
い
た

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
平
成
二
十
三

年
七
月
に
日
本
の
テ
レ
ビ
放
送
の
仕

組
み
が
ア
ナ
ロ
グ
放
送
か
ら
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
へ
移
行
し
た
場
合
、
現

在
市
内
の
約
六
千
三
百
世
帯
（
二
八
・

二
％
）
が
テ
レ
ビ
電
波
の
受
信
状
況

が
悪
い
た
め
に
、
共
同
ア
ン
テ
ナ
の

組
合
を
設
立
し
て
テ
レ
ビ
を
視
聴
さ

れ
て
お
り
、
こ
の
施
設
の
改
修
に
多

額
の
経
費
が
必
要
に
な
る
こ
と
と
、

デ
ジ
タ
ル
波
の
直
進
性
が
強
い
た
め

に
新
た
な
難
視
聴
地
域
が
発
生
す
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
そ
れ
と
一
般

の
ご
家
庭
で
も
ア
ン
テ
ナ
や
チ
ュ
ー

ナ
ー
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
テ

レ
ビ
の
購
入
な
ど
に
一
定
の
経
費
が

発
生
す
る
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
課
題

が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
市
の
総

合
計
画
に
「
情
報
化
タ
ウ
ン
推
進
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
位
置
付
け
、

対
応
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。【
図

４
】【
図
５
】 

　
今
回
、
市
で
は
防
災
行
政
無
線
の

統
合
を
図
る
た
め
、
市
内
の
全
世
帯

に
ケ
ー
ブ
ル
を
張
り
巡
ら
し
防
災
情

報
を
お
伝
え
す
る
方
法
で
整
備
を
進

め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
整

備
し
た
ケ
ー
ブ
ル
を
利
用
し
て
一
般

の
ご
家
庭
で
も
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
【
図

６
】
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
Ｉ
Ｐ
電

話
【
図
７
】
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
、

任
意
に
ご
加
入
い
た
だ
く
こ
と
で
、

市
内
の
ど
こ
に
い
て
も
同
じ
環
境
で

同
じ
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

　
今
回
計
画
し
て
い
る
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
事
業
で
は
、
市
の
行
政
情
報
（
災

害
時
の
緊
急
情
報
や
市
議
会
中
継
な

ど
）
や
地
域
の
情
報
な
ど
を
紹
介
す

る
行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
設
定
を
計
画

し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
広
報
紙
等

を
通
じ
た
情
報
提
供
と
合
わ
せ
て
、

映
像
に
よ
る
情
報
も
お
届
け
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

■
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
の 

　
導
入
に
つ
い
て 

図５　「情報化タウン推進プロジェクト」の流れ 図７　インターネット・IP電話 

図６　ケーブルテレビのしくみ 

　
こ
の
計
画
に
要
す
る
概
算
事
業
費

は
約
二
十
五
億
円
程
度
を
見
込
ん
で

お
り
、
国
の
補
助
事
業
を
使
っ
て
、

来
年
度
か
ら
平
成
二
十
二
年
度
ま
で

に
完
成
さ
せ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。 

　
来
年
度
、
実
施
設
計
を
行
い
、
具

体
的
に
ど
こ
か
ら
整
備
を
進
め
る
の

か
国
の
財
源
も
含
め
て
検
討
し
た
上

で
、
工
事
着
工
に
取
り
掛
か
る
予
定

で
す
。 

　
今
後
、
実
際
の
工
事
着
工
が
決
ま

っ
た
地
域
か
ら
順
に
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
等
の
加
入
申
し
込
み
を
お
配
り
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
そ
れ
ら
の
状
況
に
つ
い
て

は
、
逐
次
、
広
報
紙
で
も
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な

会
合
等
で
「
説
明
を
聞
き
た
い
」
と

い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

本
庁
企
画
課
（
内
線
一
二
六
一
）
へ

ご
一
報
く
だ
さ
い
。
出
向
い
て
ご
説

明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
計
画
に
つ
い
て

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
聴
取
す

る
た
め
、
無
作
為
に
抽
出
し
た
市
民

二
千
人
の
方
々
と
テ
レ
ビ
難
視
聴
組

合
の
代
表
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。 

　
お
手
元
に
用
紙
が
届
き
ま
し
た
ら
、

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。 

①
　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ 

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
ご
加
入
い
た
だ
く
と
ア
ン
テ
ナ
や
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
取
り

付
け
る
こ
と
な
く
、
今
お
使
い
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

（
た
だ
し
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
対
応
テ
レ
ビ
で
可
能
な
サ
ー
ビ
ス
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
） 

Ⅰ
、
基
本
チ
ャ
ン
ネ
ル 

　
１０
チ
ャ
ン
ネ
ル
程
度
　
　
月
額
１，
０
５
０
円
程
度 

　
Ｍ
Ｂ
Ｃ
、
Ｋ
Ｙ
Ｔ
、
Ｋ
Ｔ
Ｓ
、
Ｋ
Ｋ
Ｂ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
、 

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
衛
星
第
１
、
第
２ 

　
行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
２
チ
ャ
ン
ネ
ル
程
度
） 

Ⅱ
、
オ
プ
シ
ョ
ン
チ
ャ
ン
ネ
ル
　 

　
５５
チ
ャ
ン
ネ
ル
程
度
　
基
本
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
含
め
て
月
額
３，
５
０
０
円
程
度 

　
ス
ポ
ー
ツ
や
映
画
、ド
ラ
マ
、趣
味
の
番
組
な
ど
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。 

※
こ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
構
成
は
、
最
終
的
に
決
定
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
そ
れ
と
月
額
使
用
料
に
つ
い
て
は
加
入
率

80
％
で
試
算
し
た
も
の
で
、
市
と
し
て
は
、
高
齢
者
の
国
民
年
金
だ
け
で
生
計

を
維
持
さ
れ
て
い
る
世
帯
や
子
育
て
世
帯
の
ご
家
庭
な
ど
の
こ
と
を
考
慮
し
て
、

で
き
る
だ
け
安
く
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
最
終
的
に
決
定
し
た
金
額
で
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
月
額
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
使
用
料
の
ほ
か
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
受
信
料
が

必
要
で
す
。
た
だ
し
昨
年
の
広
報
紙
で
紹
介
い
た
し
ま
し
た
当
初
の
加
入
負
担

金
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

②
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト 

　
月
額
３，
６
０
０
円
程
度 

　
ケ
ー
ブ
ル
を
利
用
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
速
度

に
つ
い
て
は
、
最
大
で
３０
メ
ガ
程
度
を
想
定
し
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
光
ケ
ー

ブ
ル
が
引
け
れ
ば
、
最
大

１００
メ
ガ
も
可
能
に
な
り
ま
す
。 

※
全
世
帯
に
光
ケ
ー
ブ
ル
を
引
け
る
よ
う
財
源
的
な
こ
と
も
含
め
、
検
討
中
で

す
。 

③
　
Ｉ
Ｐ
電
話 

　
ケ
ー
ブ
ル
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
同
士
の
固
定
電
話
の
通
話
料
が
安
く
な
り

ま
す
。 こ

れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
に
加
入
さ
れ
る
場
合
の
経
費 

特集  



シリーズ⑤ 

　今月は、子育て・教育、人権における男女共同参画、県や市に要望する施策についてのアンケート結果を
掲載します。 
　アンケートは、「男女平等の意識を育てるために、学校教育の場でどのようなことに力をいれるべきだと
思いますか」、「女性の人権が尊重されていないと感じるのは、どのようなことについてですか」、「男女共同
参画社会を実現していくために、日置市の施策に望むものは何ですか」といった内容です。 
　市民の皆さん、今月号で最後のシリーズとなります。男女共同参画社会について理解することができまし
たか ? 
※調査結果については、ホームページにも掲載してあります。 
　ホームページアドレス　http://www.city.hioki.kagoshima.jp/modules/content001/index.php?id=68

◆全体、男女とも「生活指導や進路指導において、男女の別によらず能力を生かせるよう配慮する」が最も
高くなっています。 

◆男女別でみると、「職員に男女平等についての研修を推進する」が女性（39.2％）の割合が男性（19.1％）
の２倍以上高くなっています。 

男女平等の意識を育てるために、学校教育の場でどのようなことに力をいれるべきだと思いますか 

（データラベルは％） 

生活指導や進路指導において、男女の別によらず 
能力を生かせるよう配慮する 

男女の平等と相互の理解や協力についての学習を充実する 

PTAなどを通じ、保護者等地域の大人が 
男女平等教育の理解と協力を深める 

互いの性を尊重しあえる性教育の充実 

職員に男女平等についての研修を推進する 

管理職（校長や教頭など）に女性を増やしていく 

出席簿の順番など、不要に男女をわける習慣をなくす 

教科書や副読本に、性別や役割を固定するような表現をなくす 

特にない 

その他 

無回答 

0％ 

0％ 

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 

5％ 10％ 15％ 20％ 25％ 30％ 35％ 40％ 

10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 《性別件数：無回答60件除く》 
《全体割合昇順》 

《性別件数：無回答60件除く》 
《全体割合昇順》 

《性別件数：無回答60件除く》 
《全体割合昇順》 

全体（975人） 
男性（366人） 
女性（549人） 

（データラベルは％） 

全体（975人） 
男性（366人） 
女性（549人） 

◆全体では「男女の固定的
な性別役割分担意識の押
し付け」が 29.5％と最も
高く、次いで「職場での
差別待遇（採用、昇格、
賃金など）」（27.1％）、「テ
レビ、ビデオ、雑誌、イ
ンターネットなどによる
わいせつな情報の氾濫

（20.4％）の順となってい
ます。 

◆男女別でみると、男性で
は「男女の固定的な性別
役割分担意識の押し付け」
が 34.4％と最も高いのに
対し、女性では「職場で
の差別待遇（採用、昇格、
賃金など）」が 27.9％と
最も高くなっています。 

◆全体では、「介護サービ
スの充実」が 45.9％と最
も高く、次いで「保育サ
ービスや学童保育などの
子育て支援の充実」（30.9
％）、「再就職に役立つ学
習機会や相談事業など女
性の就労支援」（25.6％）
の順となっています。 

◆男女別でみると、女性は
全体と同じ順位となって
いますが、男性は３番目
に「広報紙や講演会など
による男女の平等と相互
理解についての啓発」が
入っています。 

男女共同参画社会を実現していくために、日置市の施策に望むものは何ですか 

女性の人権が尊重されていないと感じるのは、どのようなことについてですか 

63.9
65.6

62.3

39.9
42.3

39.2

31.1
29.8
32.1

21.7
19.7
23.7

16.1
19.1

39.2

12.4
12.0
12.9

9.6
10.7
9.7

9.6
6.0
5.6

7.5
5.5
7.8

2.2
3.0
1.6

5.4
4.6
6.0

男女の固定的な性別役割分担意識 
（「男は仕事、女は家庭」など）の押し付け 

介護サービスの充実 

保育サービスや学童保育などの子育て支援の充実 

広報紙や講演会などによる男女の平等と 
相互理解についての啓発 

学校などにおける男女平等の意識づくり 

社会教育・生涯学習の場での学習の充実 

再就職に役立つ学習機会や 
相談事業など女性の就労支援 

町内会など、地域コミュニティ活動における 
男女共同参画の推進 

ひとり親家庭の自立支援 

職場における男女均等な取り扱い 
についての周知徹底 

検診体制や相談など健康に関わる事業の充実 

リーダー養成など女性の人材育成の推進 

審議会など政策・方針決定過程への 
女性の積極的登用 

女性の生き方に関する情報提供や交流の場、 
相談や学習ができるセンター機能の充実 

女性のための相談体制の充実 
（例：DV被害者への自立支援） 

ドメスティック・バイオレンスに関する相談窓口や 
被害者のための施設の設置 

男性のための相談体制の充実 
（例：DV加害者の再教育） 

各国の女性との交流や情報提供など 
国際交流の推進 

その他 

無回答 

職場での差別待遇（採用、昇格、賃金など） 

テレビ、ビデオ、雑誌、インターネットなどによる 
わいせつな情報の氾濫 

セクシュアル・ハラスメント（性的嫌がらせ） 

ドメスティック・バイオレンス（夫や恋人など 
親密関係の男性から女性に対する暴力） 

よくわからない 

家庭生活の重要事項の決定権が男性にある 

売春、買春（援助交際を含む） 

特にない 

その他 

無回答 

（データラベルは％） 

全体（975人） 
男性（366人） 
女性（549人） 

29.5

45.9
38.8

51.5

30.9
32.2
30.6

21.6
26.8

18.2

18.1
24.3

14.0

21.8
23.2
20.9

25.6
21.0

29.5

18.6
20.2

16.8

20.9
19.1
22.0

14.1
18.9

11.3

16.4
16.9
16.2

13.6
16.1

12.6

11.4
13.7

10.0

13.7
10.9
15.7

9.3
9.8
9.1

8.8
9.0
9.1

5.7
6.6
5.6

3.7
4.4
3.5

2.6
2.5
2.6

14.9
14.5
14.8

34.4
27.1

27.1
27.3
27.9

20.4
19.7
22.0

18.3
18.3
18.9

17.0
15.6
18.4

16.2
14.8
17.1

14.8
14.8
14.9

14.3
14.2
14.4

12.8
11.7
12.6

1.0
1.6
0.7

6.8
5.5
7.1



地
域
運
動
会

地
域
運
動
会 

　
十
月
七
日
、
市
内
四
地
域
の
各
施

設
で
地
域
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
各
地
域
で
は
白
熱
し
た
競
技
が

繰
り
広
げ
ら
れ
、
ま
た
、
ユ
ニ
ー
ク

な
競
技
や
応
援
で
会
場
は
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。 

　
な
お
、
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
選
手
や
体

育
振
興
に
功
績
の
あ
っ
た
個
人
、
団

体
に
各
体
育
協
会
か
ら
功
労
者
表
彰

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
表
彰
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
） 

　
第
三
回
東
市
来
地
域
運
動
会
が
、

東
市
来
総
合
運
動
公
園
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

　
当
日
は
天
候
が
心
配
さ
れ
ま
し
た

が
、
五
校
区
・
二
地
区
か
ら
た
く
さ

ん
の
市
民
が
参
加
し
、
玉
入
れ
や
輪

入
れ
、
職
域
対
抗
リ
レ
ー
な
ど
の
競

技
で
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。 

　
校
区
・
地
区
対
抗
で
は
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
、
混
成
リ
レ
ー
な
ど
で

一
位
と
な
っ
た
鶴
丸
校
区
が
二
連
覇
。

自
治
会
対
抗
は
、
荻
自
治
会
が
安
定

し
た
強
さ
で
、
三
年
連
続
の
優
勝
を

飾
り
ま
し
た
。
　 

　
ま
た
、
各
校
区
の
学
生
会
が
力
強

く
、
華
や
か
な
応
援
合
戦
を
披
露
し
、

大
会
に
華
を
添
え
ま
し
た
。 

 

　ス
ポ
ー
ツ
優
秀
選
手 

　
　（
氏
名
）　
　
　（
競
技
種
目
等
） 

伊
集
院
地
域 

　
内
　
健
治
郎
　
　
柔
道 

　
内
田
　
諒
介
　
　
空
手
道 

　
茶
園
美
紗
子
　
　
陸
上 

　
外
屋
敷
智
崇
　
　
剣
道 

　
有
村
　
優
樹
　
　
陸
上 

　
内
　
　
和
也
　
　
陸
上 

　
西
原
口
　
嶺
　
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン 

日
吉
地
域 

　
満
冨
　
大
助
　
　
剣
道 

　
辻
　
　
絢
美
　
　
剣
道 

　 　日
置
地
区
体
育
協
会
功
労
者 

　
　（
氏
名
）　
　
　（
競
技
種
目
等
） 

　
重
信
　
一
典
　
川
西
体
協
相
撲
部 

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
同
好
会
あ
す
な
ろ 

　
　
　
　
　
　
　
吉
利
体
協 

　
第
三
十
九
回
伊
集
院
地
域
運
動
会

が
伊
集
院
総
合
運
動
公
園
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

　
開
会
式
で
は
、
徳
永
将
さ
ん
（
伊

集
院
中
一
年
）
が
炬
火
台
に
点
火
、
上
・

下
方
限
チ
ー
ム
の
内
田
諒
介
さ
ん
が

力
強
く
宣
誓
し
、
競
技
ス
タ
ー
ト
。 

　
今
年
は
校
区
・
地
区
か
ら
十
六
チ

ー
ム
が
参
加
し
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
た
く
さ
ん
の
市
民
が
短
距
離
走

や
リ
レ
ー
な
ど
の
種
目
で
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。 

　
ま
た
今
年
は
、
新
種
目
「
玉
入
れ

競
争
」
も
行
わ
れ
、
各
校
区
・
地
区

の
テ
ン
ト
か
ら
大
き
な
声
援
が
送
ら

れ
ま
し
た
。 

 

　社
会
体
育
功
労
者 

　
　（
氏
名
）　
　
　（
競
技
種
目
等
） 

東
市
来
地
域
　 

　
福
山
　
和
浩
　
　
伊
作
田
校
区
体
協 

　
久
保
　
　
勇
　
　
剣
道 

　
脇
田
　
敏
秋
　
　
皆
田
地
区
体
協 

　
平
田
　
　
肇
　
　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル 

 

伊
集
院
地
域 

　
橋
口
　
正
則
　
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ 

　
田
中
　
利
徳
　
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ 

　
田
代
　
義
則
　
　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル 

　
奥
　
　
和
人
　
　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル 

　
田
ノ
上
久
美
子
　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル 

　
徳
永
　
隆
之
　
　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル 

　
有
馬
　
純
一
　
　
軟
式
野
球 

　
窪
田
　
正
人
　
　
伊
集
院
校
区
体
協 

 

日
吉
地
域 

　
満
尾
　
修
一
　
　
川
西
体
協 

　
勝
田
　
益
男
　
　
川
東
体
協 

　
横
山
　
　
薫
　
　
住
吉
体
協 

　
小
園
　
耕
作
　
　
吉
利
体
協 

　
下
原
　
新
一
　
　
日
新
体
協 

　 　社
会
体
育
優
良
団
体 

　
　（
氏
名
）　
　
　（
競
技
種
目
等
） 

東
市
来
地
域
　 

　
パ
ン
サ
ー
　
　
　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル 

 

伊
集
院
地
域 

　
伊
集
院
北
中
学
校
卓
球
部
　
卓
球 

　
伊
集
院
Ｖ
６
バ
レ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル 

地
域
運
動
会

地
域
運
動
会 
地
域
運
動
会 

妙
円
寺
東
が
返
り
咲
き
！ 

　
　
土
橋
の
３
連
覇
を
阻
止 

 

圧
倒
的
な
強
さ
で 

　
　鶴
丸
校
区
が
２
連
覇
！ 

　地
区
体
永
年
出
場 

　
益
満
　
太
　
　
　
弓
道 

　
揚
野
　
ミ
チ
子
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ 

　
堂
下
　
は
づ
き
　
テ
ニ
ス 

　全
国
大
会
出
場
（
十
九
年
度
） 

　
今
村
　
圭
介
　
　
銃
剣
道 

　
鍛
冶
屋
　
光
俊
　
銃
剣
道 

　
松
枝
　
翔
　
　
　
陸
上 

　
西
園
　
由
梨
　
　
陸
上 

　
上
野
　
弘
代
　
　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス 

　
中
野
　
花
菜
　
　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル 

　
樽
野
　
華
奈
　
　
サ
ッ
カ
ー 

　全
国
大
会
出
場
（
十
八
年
度
） 

　
倉
園
　
翼
　
　
　
レ
ス
リ
ン
グ 

　
永
吉
　
脩
人
　
　
陸
上 

　
和
田
　
修
一
　
　
剣
道 

　
岩
元
　
真
希
　
　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス 

　
大
平
　
茜
　
　
　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス 

吉
利
体
協
５
連
覇
！ 

　

自
治
会
は
南
区
が
優
勝 

　
隔
年
で
開
催
さ
れ
て
い
る
吹
上
地

域
市
民
運
動
会
が
、
吹
上
浜
公
園
陸

上
競
技
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
吹
上
地
域
で
は
、
十
地
区
が
、
七

種
目
の
採
点
競
技
で
競
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
四
種
目
を
制
し
た
花
田

地
区
が
圧
勝
、
優
勝
旗
を
奪
還
し
ま

し
た
。
二
位
は
伊
作
南
、
三
位
は
永

吉
。
ま
た
、
社
会
体
育
表
彰
者
は
次

の
と
お
り
（
敬
称
略
）。 

花
田
地
区
が
Ｖ
奪
還
！ 

東市来地域 

伊集院地域 吹上地域 

日吉地域 

▲新種目「玉入れ競争」 
▲気持ちを合わせて（ムカデ競争） 

▲引く手にも応援にも力が入る「綱引き」 

▲
 

小
さ
い
三
輪
車
で
激
走 

毎
年
恒
例
に
な
っ
た
応
援
団
▼ 

▲笑顔いっぱい園児のおゆうぎ ▲負けられない（世の中ままならぬ） 

▲1,200mリレーのスタート ▲デッドヒートを繰り広げる「安全運転」 

順位 

優勝 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

自治会 

　荻 

元養母 

城之町 

田　代 

杉之迫 

赤　崎 

得点 

75.5  

66.5  

66.5  

65.0  

61.5  

59.5 

順位 
優勝 
２ 
３ 
４ 
５ 
６ 
７ 

　校　区 
鶴　　丸 
上 市 来 
伊 作 田 
湯　　田 
皆田地区 
美　　山 
高山地区 

得点 
36.0  
25.0  
24.0  
23.0  
16.0  
14.0  
　2.0 

自治会対抗（６位入賞まで） 校区・地区対抗 

※敢闘賞は、皆田校区 

団体の部 
 
 
 
 
リレーの部 
 
 
 
 
躍進の部 

総合の部 
順位 
優勝 
２ 
３ 
 
順位 
優勝 
２ 
３ 
 
順位 
優勝 
 
２ 

３ 

地　　域 
 
 
 
 

地　　域 
 
 
 
 

地　　域 

得点 
 
 
 
 
得点 
 
 
 
 
得点 

順位 地　　域 得点 
優勝 
２ 
３ 
４ 
５ 
 
６ 

 
７ 

８ 
 
９
 

１０ 
１１ 
１２ 
１３ 
１４ 

妙円寺東 
飯牟礼校区 
郡 
土橋校区 
妙円寺西 
野田・桑畑・ 
下神殿 
麦生田・上神殿・ 
つつじヶ丘 
清藤・猪鹿倉 
徳重東西・出樋・ 
城山・荒瀬 
大田・寺脇 
麓東西 
上・下方限 
朝日ヶ丘 
町中央 

189 
159 
155 
148 
138 
 
121 
 
108 

99 
 
97 

91 
87 
85 
73 
72

妙円寺東 
飯牟礼校区 
土橋校区 
 
　 
妙円寺東 
郡 
妙円寺西 
 
　 
妙円寺東 
野田・桑畑・ 
下神殿 
飯牟礼校区 

102 
100 
94 
 
　 
29 
27 
25 
 
　 
35 
 

20 

16

　
日
吉
地
域
運
動
会
が
、
秋
晴
れ
の

も
と
日
吉
総
合
運
動
公
園
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

　
毎
年
、
ユ
ニ
ー
ク
な
応
援
で
注
目

を
集
め
る
地
区
の
応
援
団
。
今
年
も

趣
向
を
凝
ら
し
た
応
援
に
会
場
の
笑

い
を
集
め
ま
し
た
。 

　
競
技
の
「
激
走
！
三
輪
車
」
で
は
、

大
人
の
身
体
で
は
小
さ
い
三
輪
車
を

懸
命
に
こ
い
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、

綱
引
き
種
目
で
は
、
ど
の
地
区
も
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
綱
引
き
や
応
援

に
熱
が
入
り
、
盛
り
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。 

　
総
合
優
勝
は
、
吉
利
が
五
年
連
続

で
勝
ち
取
り
、
自
治
公

民
館
で
は
南
区
が
優
勝

し
ま
し
た
。 

地域体育協会対抗 

自治公民館対抗 

順位 
優勝 
２ 
３ 
４ 
５ 
６ 

体　協 
吉　　利 
住　　吉 
扇　　尾 
川　　東 
川　　西 
日　　新 

得点 
151 
135 
114 
109 
　93 
　92

順位 
優勝 
２ 
３ 
４ 
４ 
６ 
６ 
８ 
８ 
10 
10 
12 
13 
14 
15 
15 
17

地　域 
南　　区 
日　　新 
見　　笠 
中　　区 
山　　田 
熊　　野 
西　　郷 
諏　　訪 
八　　幡 
草　　原 
北　　区 
扇　　尾 
毘 沙 門 
帆 之 港 
日 置 麓 
二　　潟 
柿 の 谷 

得点 
36 
30 
28 
26 
26 
20 
20 
18 
18 
17 
17 
15 
13 
12 
10 
15 
　3

（故） 



　
昨
年
に
引
き
続
き
、県
外
か
ら
修
学

旅
行
生
が
日
置
市
を
訪
れ
ま
し
た
。 

　
十
月
十
四
日
か
ら
十
六
日
の
三
日

間
訪
れ
た
の
は
、埼
玉
県
立
和
光
国

際
高
等
学
校
の
二
年
生
三
ク
ラ
ス
百

十
七
人
、十
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
五

日
の
二
日
間
訪
れ
た
の
は
、奈
良
県
立

平
城
高
等
学
校
の
二
年
生
三
ク
ラ
ス

百
二
十
一
人
で
、市
内
の
五
十
九
世
帯

の
民
家
で
受
け
入
れ
ま
し
た
。 

　
生
徒
た
ち
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に

分
散
、市
役
所
・
支
所
な
ど
で
受
け
入

れ
農
家
と
対
面
し
、早
速
そ
れ
ぞ
れ
の

農
家
で
の
体
験
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

　
東
市
来
の
赤
　
道
博
さ
ん
と
南
宏

機
さ
ん
宅
に
宿
泊
し
た
男
子
生
徒
五

人
は
江
口
海
岸
で
地
引
網
を
初
体
験
。

エ
イ
や
サ
ゴ
シ
な
ど
が
取
れ
、
お
昼

に
美
味
し
く
い
た
だ
い
た
そ
う
で
す
。

吹
上
の
地
頭
所
勝
也
さ
ん
の
み
か
ん

園
に
は
多
く
の
生
徒
が
訪
れ
、
み
か

ん
の
収
穫
作
業
を
楽
し
そ
う
に
体
験

し
て
い
ま
し
た
。
日
吉
の
笠
野
邦
彦

さ
ん
の
田
ん
ぼ
で
は
、
三
班
九
人
の

生
徒
が
、
今
は
少
な
く
な
っ
た
掛
け

干
し
の
稲
の
収
穫
に
汗
を
流
し
ま
し

た
。
晩
ご
飯
は
取
れ
た
て
の
新
米
を

お
に
ぎ
り
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
二

日
目
の
夕
方
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ク

ラ
ス
ご
と
に
地
域
の
集
会
施
設
に
集

ま
り
、
生
徒
と
受
入
世
帯
と
の
交
流

会
を
行
い
ま
し
た
。
伊
集
院
で
は
２

組
の
生
徒
が
市
の
生
活
研
究
グ
ル
ー

プ
の
方
々
が
作
っ
た
新
米
の
お
に
ぎ

り
、
煮
し
め
、
と
り
飯
、
が
ね
、
豚
汁

な
ど
の
田
舎
料
理
を
共
に
味
わ
い
な

が
ら
交
流
を
深
め
、
楽
し
か
っ
た
思

い
出
話
や
苦
労
話
な
ど
、
生
徒
と
受

入
世
帯
が
そ
れ
ぞ
れ
感
想
な
ど
を
述

べ
ま
し
た
。「
去
年
ま
で
は
沖
縄
で
、

今
年
は
鹿
児
島
、
最
初
は
乗
り
気
じ

ゃ
な
か
っ
た
け
ど
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

の
二
泊
三
日
の
間
に
そ
れ
ぞ
れ
の
家

庭
で
ふ
れ
あ
っ
て
、
い
い
思
い
出
が

で
き
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

　
伊
集
院
の
栫
康
博
さ
ん
の
イ
チ
ゴ

畑
で
は
、
男
子
生
徒
三
人
が
イ
チ
ゴ

の
手
入
れ
や
ハ
ウ
ス
の
ビ
ニ
ー
ル
張

り
に
が
ん
ば
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
だ
、

時
期
的
に
早
か
っ
た
で
す
が
、
生
徒

は
小
粒
な
が
ら
赤
く
色
づ
い
た
イ
チ

ゴ
を
食
べ
、
そ
の
甘
さ
に
驚
い
て
い

ま
し
た
。
日
吉
の
山
里
一
幸
さ
ん
の

サ
ツ
マ
イ
モ
畑
で
は
、
二
班
五
人
が

い
も
掘
り
体
験
し
、
心
地
よ
い
汗
を

流
し
ま
し
た
。
吹
上
の
西
園
一
幸
さ

ん
の
畑
で
は
、
女
子
生
徒
が
ト
ラ
ク

タ
ー
に
乗
り
込
み
、
畑
の
耕
う
ん
作

業
を
体
験
し
ま
し
た
。 

　
市
で
は
、
農
業
や
地
域
の
素
材
（
資

源
・
自
然
）
を
結
び
つ
け
た
地
域
活

性
化
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
修
学
旅
行
の
受
け
入
れ

や
農
家
民
泊
体
験
な
ど
各
種
事
業
を

実
施
す
る
予
定
で
す
。
こ
の
よ
う
な

活
動
に
興
味
が
あ
り
、
受
け
入
れ
を

希
望
さ
れ
る
農
家
・
非
農
家
の
方
は
、

本
庁
農
林
水
産
課
（
内
線
一
一
五
一
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

「
和
牛
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
に
出
場 

第
九
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会 

　
十
月
十
一
日
か
ら
十
四
日
、
五
年

に
一
度
開
催
さ
れ
る
第
九
回
全
国
和

牛
能
力
共
進
会
が
鳥
取
県
米
子
市
で

開
催
さ
れ
、
久
保
フ
ジ
子
さ
ん
（
伊

集
院
町
野
田
）
が
、
和
牛
激
戦
区
の

鹿
児
島
県
代
表
と
し
て
二
頭
の
牛
を

出
品
し
ま
し
た
。 

　「
種
牛
の
部
　
若
雌
第
二
区
」
の

出
品
牛
「
さ
つ
き
３
号
」
が
三
十
三

頭
中
優
等
賞
三
席
。「
種
牛
の
部
　

若
雌
第
三
区
」
の
出
品
牛
「
わ
か
ば

号
」
が
三
十
二
頭
中
優
等
賞
二
席
に

入
賞
し
ま
し
た
。 

　
久
保
さ
ん
は
、
前
回
の
第
八
回
大

会
に
も
出
場
し
入
賞
。
今
回
の
入
賞

は
日
ご
ろ
の
熱
心
な
飼
養
管
理
が
実

を
結
ん
だ
結
果
と
言
え
ま
す
。
ま
た
、

今
回
の
好
成
績
で
本
市
和
牛
農
家
の

生
産
意
欲
に
な
お
一
層
の
弾
み
が
つ

く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

環
境
に
や
さ
し
い
農
業
を
め
ざ
し
て
！ 

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
認
定
式 

　
九
月
七
日
、
市
役
所
東
市
来
支
所
で
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
認
定
式
が
行

わ
れ
、
東
市
来
い
ち
ご
部
会
二
十
人
が
認
定
を
受
け
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
土
づ
く
り
や
化
学
肥
料
、
化
学
合
成
農
薬
の
低
減
の
た
め
に

導
入
す
べ
き
技
術
が
定
め
ら
れ
て
い
て
、
導
入
し
た
農
業
者
が
策
定
し

た
「
持
続
性
の
高
い
農
業
生
産
方
式
の
導
入
に
関
す
る
計
画
」
を
県
知

事
が
認
定
す
る
制
度
。
認
定
さ
れ
た
農
業
者
の
こ
と
を
エ
コ
フ
ァ
ー
マ

ー
と
呼
ん
で
い
ま
す
。 

　
坂
口
部
会
長
は
「
各
関
係
機
関
の
協
力
で
会
員
全
員
が
認
定
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
土
づ
く
り
や
農
薬
使
用
の
削
減
な
ど
、
今
後

も
部
会
内
で
話
し
合
い
、
安
全
で
安
心
な
イ
チ
ゴ
栽
培
に
取
り
組
み
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

こ
れ
が
、ジ
ャ
ン
ボ
か
ぼ
ち
ゃ
で
す 

日
吉
農
業
き
ば
ろ
会 

　
九
月
二
十
六
日
、
日
吉
農
業
き
ば

ろ
会
（
妙
見
良
一
代
表
・
会
員
二
十

八
人
）
が
主
催
す
る
ジ
ャ
ン
ボ
か
ぼ

ち
ゃ
の
重
量
を
競
う
コ
ン
テ
ス
ト
が

Ａ
コ
ー
プ
日
吉
店
前
庭
で
行
わ
れ
ま

し
た
。 

　
同
会
は
、
日
吉
支
所
農
林
水
産
課

か
ら
今
年
四
月
に
ジ
ャ
ン
ボ
か
ぼ
ち

ゃ
の
苗
を
も
ら
い
、
会
員
が
そ
れ
ぞ

れ
栽
培
。
約
五
カ
月
の
間
に
大
き
く

育
ち
ま
し
た
。
　
　 

　
今
年
は
猛
暑
の
影
響
で
、
例
年
よ

り
不
作
で
し
た
が
、
会
場
に
は
見
事

な
ジ
ャ
ン
ボ
か
ぼ
ち
ゃ
が
ず
ら
り
。

コ
ン
テ
ス
ト
で
一
番
に
輝
い
た
か
ぼ

ち
ゃ
は
五
十
七
㌔
。
次
い
で
五
十
一

㌔
、
四
十
一
㌔
と
な
り
ま
し
た
。 

１０
／
１４
〜
１０
／
１６
　
埼
玉
県
立
和
光
国
際
高
等
学
校 

１０
／
２４
〜
１０
／
２５
　
奈
良
県
立
平
城
高
等
学
校 

▲地引網体験（東市来） 

▲みかんの収穫体験（吹上） ▲花束を受け取る久保吾郎さん（左から二番目）と 
　フジ子さん（左） 

▲審査会場風景（鳥取県米子市） 

▲受け入れ世帯との交流会（伊集院） 

▲イチゴの定植作業（東市来） 

▲トラクターの操作体験（吹上） ▲芋掘り体験（日吉） 

▲作業の合間の休憩（伊集院） 

▲米の脱穀体験（日吉） 

埼玉県・奈良県から修学旅行生を受け入れ 

修学旅行で 
日置市に民泊 

情報をお寄せください 産業・経済 



　
妙
円
寺
詣
り
は
、
そ
の
起
源
は
定

か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
西
郷
隆
盛

や
大
久
保
利
通
も
参
詣
し
た
と
記
録

さ
れ
、
太
平
洋
戦
後
一
時
中
断
を
経

て
昭
和
二
十
六
年
よ
り
復
活
し
、
現

在
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。 

　
旧
暦
の
九
月
十
四
日
に
開
催
し
て

い
た
妙
円
寺
詣
り
は
、
平
成
五
年
か

ら
十
月
の
第
四
日
曜
日
に
開
催
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
は
、

妙
円
寺
詣
り
の
行
事
大
会
が
十
月
第

四
日
曜
日
。
平
成
十
二
年
の
関
ヶ
原

合
戦
四
百
年
記
念
行
事
か
ら
続
く
妙

円
寺
詣
り
フ
ェ
ス
タ
が
第
四
土
日
の

二
日
間
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  

　
好
天
に
恵
ま
れ
た
両
日
。
盛
大
に

開
催
さ
れ
た
こ
の
行
事
に
、
徳
重
神

社
に
は
延
べ
十
万
人
を
超
え
る
人
が

訪
れ
ま
し
た
。 

　
二
十
七
日
、
プ
ラ
ッ
セ
だ
い
わ
横

の
フ
ェ
ス
タ
会
場
で
は
、
二
日
間
に

わ
た
り
郷
土
芸
能
や
太
鼓
、
器
楽
演

奏
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
会
場
は
市
内

外
か
ら
訪
れ
た
大
勢
の
観
客
で
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
徳
重
神
社
に
は
各
地
か
ら

徒
歩
で
参
拝
す
る
人
や
鎧
甲
冑
に
身

を
固
め
た
武
者
行
列
隊
が
次
々
と
到

着
。
二
十
八
日
に
は
境
内
で
剣
道
や

相
撲
な
ど
の
行
事
大
会
が
行
わ
れ
、

普
段
静
か
な
た
た
ず
ま
い
を
み
せ
る

神
社
周
辺
は
終
日
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。 

　
十
月
二
十
七
、
二
十
八
日
の
二
日

間
、
東
市
来
総
合
運
動
公
園
と
湯
之

元
球
場
を
会
場
に
第
二
十
六
回
鹿
児

島
県
高
等
学
校
新
人
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
、
第
五
十
八
回
鹿
児
島
県
中
学

校
女
子
新
人
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
、

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
鹿
児
島
２
０
０
８

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
交
流
リ
ハ
ー
サ
ル
大

会
の
共
催
大
会
と
し
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

　
二
十
七
日
は
、
湯
之
元
球
場
で
開

会
式
が
行
わ
れ
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

鹿
児
島
２
０
０
８
の
大
会
マ
ス
コ
ッ

ト
「
さ
く
ら
じ
ま
ん
」
も
応
援
に
駆

け
つ
け
、
伊
集
院
高
校
音
楽
部
の
演

奏
に
乗
せ
て
、
高
校
男
子
六
チ
ー
ム
、

高
校
女
子
十
二
チ
ー
ム
、
中
学
生
女

子
十
七
チ
ー
ム
に
よ
る
入
場
行
進
も

行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
二
十
八
日
は
、
県
内
の
シ
ニ
ア
チ

ー
ム
と
高
校
女
子
チ
ー
ム
の
交
流
試

合
が
行
わ
れ
、
白
熱
し
た
好
ゲ
ー
ム

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。 

　
妙
円
寺
詣
り
と
同
日
の
十
月
二
十

八
日
、
伊
集
院
文
化
会
館
と
周
辺
コ

ー
ス
を
会
場
に
、
高
齢
者
の
部
、
一

般
の
部
あ
わ
せ
て
二
十
八
チ
ー
ム
が

参
加
し
て
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

　
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
は
、
五
人
一
チ

ー
ム
で
コ
マ
図
と
呼
ば
れ
る
地
図
を

頼
り
に
、
コ
ー
ス
の
途
中
で
簡
単
な

ゲ
ー
ム
や
ク
イ
ズ
を
解
答
し
て
い
く

競
技
で
す
。 

　
ほ
と
ん
ど
の
参
加
者
が
、
ウ
ォ
ー

ク
ラ
リ
ー
を
す
る
の
は
初
め
て
で
し

た
が
、
ス
タ
ー
ト
前
に
競
技
の
説
明

を
受
け
、
さ
わ
や
か
な
秋
の
一
日
を

妙
円
寺
詣
り
の
雰
囲
気
を
味
わ
い
な

が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
楽
し
み
ま
し

た
。 

【
高
齢
者
の
部
】 

優
　
勝
　
妙
寿
会
Ｂ
（
日
置
市
） 

準
優
勝
　
恋
之
原
高
齢
者
ク
ラ
ブ
（
日
置
市
） 

三
　
位
　
共
進
（
日
置
市
） 

【
一
般
の
部
】 

優
　
勝
　
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ク
ラ
ブ（
日
置
市
） 

準
優
勝
　
チ
ー
ム
野
田
郷
（
出
水
市
） 

三
　
位
　
妙
円
寺
健
康
体
操
Ｂ
（
日
置
市
） 

 

　
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
鹿
児
島
２
０
０

８
は
、
平
成
二
十
年
十
月
二
十
五
日

（
土
）
か
ら
二
十
八
日（
火
）ま
で
開

催
さ
れ
ま
す
。 

　
全
国
か
ら
参
加
さ
れ
る
選
手
、
役

員
の
方
々
を
温
か
く
お
迎
え
し
、
大

会
が
成
功
す
る
よ
う
市
民
皆
様
の
ご

協
力
、
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
鹿
児
島
の
三
大
行
事
の
一
つ
「
妙
円
寺
詣
り
」。

関
ヶ
原
合
戦
で
西
軍
崩
壊
の
な
か
、
敵
陣
を
中

央
突
破
し
薩
摩
に
帰
還
し
た
島
津
義
弘
率
い
る

島
津
勢
の
勇
気
と
苦
難
を
し
の
び
、
義
弘
公
の

菩
提
寺
で
あ
る
妙
円
寺
（
現
徳
重
神
社
）
に
参

詣
す
る
「
妙
円
寺
詣
り
」
の
行
事
が
十
月
二
十

七
日
か
ら
二
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

（
空
手
道
は
二
十
一
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
） 

　「
か
ご
し
ま
で
　
元
気
・
ふ
れ
合
い
・

ゆ
め
噴
火
」
を
テ
ー
マ
に
平
成
二
十

年
鹿
児
島
県
を
会
場
に
開
催
さ
れ
る

第
二
十
一
回
全
国
健
康
福
祉
祭
鹿
児

島
大
会
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
鹿
児
島

２
０
０
８
」
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と
ウ

ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
交
流
リ
ハ
ー
サ
ル
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
は
、
高
齢

者
の
健
康
づ
く
り
の
高
揚
、
社
会
参

加
の
促
進
を
目
的
に
ス
ポ
ー
ツ
競
技

や
文
化
イ
ベ
ン
ト
な
ど
毎
年
多
く
の

選
手
が
参
加
し
て
行
わ
れ
る
全
国
規

模
の
祭
典
で
す
。 

天
文
館
で 

妙
円
寺
詣
り
を
事
前
Ｐ
Ｒ 

フ
ェ
ス
タ
運
営
委
員
会 

　
十
月
十
三
日
、
妙
円
寺
詣
り
フ
ェ

ス
タ
運
営
委
員
会
（
末
永
義
弘
委
員

長
）
が
鹿
児
島
市
の
天
文
館
ア
ー
ケ

ー
ド
周
辺
で
妙
円
寺
詣
り
フ
ェ
ス
タ

の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。 

　
当
日
、
同
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は

鎧
甲
冑
に
身
を
固
め
、
ア
ー
ケ
ー
ド

内
を
隊
列
を
組
み
行
進
。
第
三
代
ミ

ス
ひ
お
き
も
参
加
し
た
Ｐ
Ｒ
に
、
街

行
く
人
た
ち
は
足
を
止
め
、
見
入
っ

て
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
ア
ー
ケ
ー
ド
中
央
で
は
伊

集
院
太
鼓
を
演
奏
。
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
で

も
伊
集
院
饅
頭
や
お
茶
が
振
舞
わ
れ
、

日
置
市
を
存
分
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
し

た
。 

来年本番! 
全国各地から高齢者が集う 
ねんりんピック鹿児島2008交流リハーサル大会 

▲大田太鼓踊りも奉納 ▲終日、声援で盛り上がった体育行事 

四
百
年
の
時
を
越
え
る 

　
　
　
市
の
一
大
イ
ベ
ン
ト 

十
万
人
を
超
え
る
人
出 

▲足の疲れを癒す参加者（フェスタ会場足湯） ▲ウォークリー参加者が次 と々到着 

妙
円
寺
詣
り 

2
日
間
に
わ
た
り
熱
戦
を
展
開 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル 

秋
の一
日
、楽
し
く
健
康
づ
く
り 

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー 

情報をお寄せください 観光・イベント 



日吉の秋祭りを 
　　　　 満喫!
日吉秋祭り花火大会 

歴史が華麗によみがえる 

吹上秋祭り2007

より充実の 
　　地域振興イベント 

第５回山神の響炎 

　
十
月
六
日
、
第
三
十
一
回
日
吉
秋

ま
つ
り
花
火
大
会
が
日
吉
中
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ち
び
っ
こ
ゲ
ー
ム
で
は
、
ラ
ム
ネ

の
早
飲
み
競
争
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

ち
び
っ
こ
ダ
ン
ス
、
日
吉
出
身
の
宮

脇
駿
さ
ん
に
よ
る
ギ
タ
ー
弾
き
語
り

な
ど
の
歌
謡
シ
ョ
ー
を
楽
し
み
ま
し

た
。 

　
盛
り
上
が
っ
た
お
楽
し
み
抽
選
会

の
後
、
祭
り
を
締
め
く
く
る
三
千
発

の
打
ち
上
げ
花
火
は
、
来
場
者
の
拍

手
と
歓
声
で
湧
き
上
が
り
ま
し
た
。 

子
ど
も
た
ち
が
約
２０
キ
ロ
を
完
歩 

妙
円
寺
詣
り
大
行
進 

妙
音
十
二
楽
演
奏
会 

　
十
月
二
十
日
、
鹿
児
島
中
央
駅
か
ら
徳
重
神
社
ま
で
の
約
二
十

㌔
を
歩
く
妙
円
寺
詣
り
大
行
進
が
行
わ
れ
、
市
内
各
子
ど
も
会
や

育
成
会
か
ら
約
五
百
四
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
妙
円
寺
詣
り
の
精
神
を
受
け
継
ぎ
、
強
い
心
を
育
成

す
る
た
め
に
、
市
教
育
委
員
会
と
地
域
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議

会
が
連
携
し
、
毎
年
開
催
し
て
い
る
行
事
で
、
今
年
で
三
十
一
回

を
数
え
ま
す
。 

　
参
加
者
は
第
一
団
か
ら
第
三
団
に
分
か
れ
、
各
子
ど
も
会
や
育

成
会
ご
と
に
ま
と
ま
っ
て
歩
き
ま
す
が
、
中
に
は
速
度
が
速
い
子

や
遅
い
子
も
。
そ
れ
で
も
マ
イ
ペ
ー
ス
で
元
気
に
徳
重
神
社
を
目

指
し
ま
し
た
。 

荘
厳
に
鎌
倉
の
調
べ 

　
中
島
常
楽
院
（
吹
上
町
田
尻
）
で
十
月
十
二
日
、
鹿
児
島
県
無
形
文

化
財
の
「
妙
音
十
二
楽
」
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。 

　
同
院
は
、
鎌
倉
時
代
に
島
津
家
の
祈
と
う
僧
宝
山
検
校
（
ほ
う
ざ
ん

け
ん
ぎ
ょ
う
）
が
開
い
た
と
さ
れ
、
妙
音
十
二
楽
は
毎
年
、
そ
の
命
日

に
演
奏
さ
れ
ま
す
。 

　
釈
文
を
読
み
上
げ
る
導
師
を
取
り
囲
む
よ
う
に
十
人
の
盲
僧
ら
が
本

堂
に
並
び
、
ホ
ラ
貝
や
笛
、
太
鼓
、
木
魚
、
琵
琶
な
ど
八
種
類
の
楽
器

で
演
奏
。
仏
法
を
広
め
る
た
め
に
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
往
時
の
荘
厳
な

調
べ
が
静
か
に
響
き
ま
し
た
。 

　
吹
上
中
央
幼
稚
園
の
園
児
や
花
田
小
の
児
童
を
は
じ
め
、市
内
外
か
ら

訪
れ
た
百
五
十
人
の
見
学
客
が
、時
代
を
超
え
た
音
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。 

　
演
奏
後
、
宝
山
検
校
の
墓
前
供
養
も
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
妙
音
十
二
楽
で
使
わ
れ
る
琵
琶
が
、
薩
摩
琵
琶
の
原
型
に
な
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

やまんかん　　きょうえん 

た
い
ま
つ 

　
異
種
団
体
協
働
に
よ
る
地
域
振
興

イ
ベ
ン
ト
、
山
神
の
響
炎
が
十
月
七

日
、
永
吉
の
山
神
の
郷
公
園
（
吹
上
）

一
帯
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
松
明
の
灯
と
音
の
響
き
で
、
祖
先

の
遺
徳
を
し
の
び
、
地
域
を
興
そ
う

と
い
う
「
山
神
の
響
炎
」
も
五
回
の

節
目
を
迎
え
、
実
行
委
員
会
を
組
織

す
る
永
吉
地
区
公
民
館
、
山
神
の
郷

管
理
組
合
、
吹
上
青
松
太
鼓
保
存
振

興
会
の
連
携
が
充
実
。
自
治
会
ご
と

に
松
明
を
管
理
・
設
置
や
、
会
場
周

辺
の
伐
採
に
大
勢
が
参
加
す
る
な
ど
、

多
く
の
関
係

者
の
協
力
で
、

順
調
に
準
備

が
進
み
ま
し

た
。 

　
夜
の
と
ば

り
が
下
り
た

午
後
六
時
、

久
木
　
実
行
委
員
長
の
合
図
で
、
松

明
一
一
、
〇
〇
〇
本
に
灯
が
と
も
さ

れ
る
と
、
イ
ベ
ン
ト
は
い
よ
い
よ
佳

境
へ
。
市
内
外
の
出
演
者
が
競
演
、

そ
の
音
が
響
き
渡
り
ま
す
。 

　
節
目
に
と
、
島
津
豊
久
公
ゆ
か
り

の
地
、
岐
阜
県
大
垣
市
上
石
津
と
宮

崎
県
宮
崎
市
佐
土
原
か
ら
駆
け
つ
け

た
、
も
ん
で
こ
太
鼓
と
久
峰
太
鼓
が
、

ス
テ
ー
ジ
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
ま

た
、
上
石
津
の
隣
、
養
老
町
か
ら
手

筒
花
火
師
が
飛
び
入
り
。
大
筒
か
ら

吹
き
出
す
花
火
を
抱
き
か
か
え
る
、

豪
快
華
麗
な
光
が
花
を
添
え
ま
し
た
。 

　
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
青
松
太
鼓
の
「
一

期
一
会
」
で
出
演
者
全
員
が
共
演
。

観
客
も
立
ち
上
が
り
、
灯
火
の
中
、

最
高
潮
を
迎
え
ま
し
た
。 

　
協
働
、
交
流
、
一
体
感
。
山
神
の

響
炎
は
よ
り
充
実
の
イ
ベ
ン
ト
へ
と

進
化
し
ま
す
。 

　
吹
上
秋
祭
り
２
０
０
７
が
十
月
二

十
一
日
、
吹
上
浜
公
園
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

　
吹
上
秋
祭
り
は
こ
れ
ま
で
、
さ
つ

ま
湖
花
火
大
会
の
昼
間
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
開
か
れ
て
い
ま
し
た
。
事
情
に

よ
り
休
止
と
な
っ
た
花
火
大
会
の
分

ま
で
盛
り
上
げ
よ
う
と
、
吹
上
町
観

光
協
会
や
関
係
者
が
実
行
委
員
会
を

組
織
し
、
準
備
、
運
営
に
あ
た
り
ま

し
た
。 

　
実
行
委
員
会
で
は
「
歴
史
が
華
麗

に
よ
み
が
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
設
定
。

吹
上
の
伝
統
行
事
が
一
堂
に
会
す
る

イ
ベ
ン
ト
に
と
、
保
存
会
な
ど
に
協

力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

県
指
定
文
化
財
の
「
伊
作
太
鼓
踊
り
」

「
伊
作
流
鏑
馬
」「
妙
音
十
二
楽
」
と

豊
年
祈
願
祭
「
た
じ
ま
ど
ん
」
が
出

演
を
快
諾
。
日
ご
ろ
触
れ
る
機
会
の

少
な
い
郷
土
の
伝
統
に
大
勢
の
観
客

が
詰
め
掛
け
ま
し
た
。 

　
ト
リ
と
し
て
登
場
し
た
流
鏑
馬
と

太
鼓
踊
り
は
陸
上
競
技
場
に
移
し
て

披
露
。
芝
生
を
駆
け
抜
け
る
人
馬
と
、

矢
旗
を
く
ね
ら
せ
舞
う
男
衆
に
最
後

ま
で
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
の

歌
や
踊
り
の
ほ
か
、
特
産
市
が
軒
を

連
ね
、
ま
た
、
温
泉
旅
館
組
合
が
初

め
て
足
湯
を
開
設
。
泉
質
の
良
さ
を

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。 

情報をお寄せください 観光・イベント 



　
十
月
十
二
日
、
上
市
来
中
（
東
市

来
）
の
全
校
生
徒
三
十
九
人
が
陶
芸

体
験
を
行
い
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
総
合
的
学
習
の
ふ
る
さ
と

学
習
の
一
環
で
、
郷
土
へ
の
興
味
や

関
心
を
深
め
さ
せ
、
自
己
の
表
現
力

を
向
上
さ
せ
よ
う
と
い
う
も
の
。 

　
午
前
中
は
手
作
り
工
房
ふ
み
の
久

保
文
男
さ
ん
か
ら
作
業
行
程
の
説
明

を
受
け
、
陶
芸
に
関
す
る
知
識
を
深

め
ま
し
た
。
午
後
は
美
山
陶
遊
館
に

移
動
し
、
実
際
に
カ
ッ
プ
や
花
瓶
、

表
札
な
ど
思
い
思
い
の
作
品
を
制
作
。 

　
一
年
生
の
久
保
貴
裕
く
ん
は
「
陶

芸
は
三
回
目
。
こ
れ
ま
で
は
面
白
さ

に
重
点
を
お
い
た
が
、
今
回
は
生
活

用
品
を
目
標
に
作
っ
た
」
と
こ
れ
ま

で
と
は
一
味
違
っ
た
も
の
を
制
作
し

ま
し
た
。 

　
焼
き
あ
が
っ
た
作
品
は
十
一
月
七

日
に
開
催
さ
れ
た
学
校
の
文
化
祭
で

展
示
さ
れ
、
訪
れ
た
人
々
を
楽
し
ま

せ
て
い
ま
し
た
。 

　
明
治
三
十
一
年
か
ら
始
ま
り
今

年
で
百
九
回
目
と
な
る
伝
統
行
事

田
の
神
講
水
稲
「
坪
刈
り
」
が
十

月
四
日
、
扇
尾
地
区
の
樗
木
（
お

て
き
）
集
落
（
日
吉
）
で
行
わ
れ
、

扇
尾
小
学
校
の
全
児
童
が
体
験
学

習
を
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
今
年
の
当
番
に
な
っ
て

い
る
上
田
平
浩
二
さ
ん
宅
で
脱
穀

を
し
て
い
き
ま
し
た
。 

匠
に
挑
戦 

一
日
陶
芸
体
験
教
室 

地
域
の
伝
統
行
事 

　「
坪
刈
り
」
を
体
験 

扇
尾
小
学
校 

秋
の
夜
長
に
松
林
で
音
楽
会 

吹
上
カ
エ
ル
の
音
楽
会 

子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
る 

二
百
三
十
人
の
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
が
地
道
な
活
動 

地
域
で
育
つ
子
ど
も
会 

日
置
地
区
子
ど
も
会
大
会 

交
通
安
全
教
室 

安
全
指
導
係 

　
全
国
的
に
登
下
校
中
の
子
ど
も
が

被
害
に
あ
う
事
件
が
続
発
し
て
い
ま

す
。
本
市
で
は
、
約
四
千
五
百
人
の

児
童
生
徒
の
登
下
校
を
約
二
百
三
十

人
の
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
が
見
守
っ
て

い
ま
す
。 

　
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
は
、
昨
年
度
（
平

成
十
八
年
度
）
か
ら
県
教
育
委
員
会

が
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー

（
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
を
指
導
す
る
立

場
の
方
）
を
全
小
学
校
に
配
置
し
た

こ
と
を
機
に
、
各
小
学
校
で
組
織
を

つ
く
り
、
学
校
の
呼
び
か
け
に
応
じ

た
地
域
の
方
々
や
保
護
者
等
に
委
嘱

し
、
市
内
十
九
校
全
校
で
学
校
や
校

区
の
実
態
に
応
じ
た
活
動
を
し
て
い

ま
す
。 

　
四
月
に
は
日
置
地
区
（
県
教
育
委

員
会
主
催
）、
十
月
十
三
日
に
は
日

置
市
（
日
置
市
教
育
委
員
会
主
催
）

の
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の
研
修
会
を
実

施
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
中
で
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・

リ
ー
ダ
ー
の
代
表
大
久
保
利
義
さ
ん

か
ら
「
黄
色
の
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の

帽
子
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
目
立
つ

の
で
か
ぶ
っ
て
行
動
す
る
こ
と
（
抑

止
力
に
な
る
）、
八
三
運
動
の
実
施
（
午

前
八
時
、
午
後
三
時
の
時
間
帯
に
家

の
外
に
出
て
散
歩
、
買
い
物
、
庭
の

手
入
れ
な
ど
の
活
動
を
す
る
こ
と
）、

も
し
不
審
者
に
遭
遇
し
た
ら
不
用
意

に
近
づ
か
な
い
こ
と
」
な
ど
を
学
び

ま
し
た
。
ま
た
、
情
報
交
換
の
時
間

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
実
際
に

活
動
し
て
い
る
こ
と
を
発
表
し
合
い
、

研
修
を
深
め
ま
し
た
。 

　
こ
の
研
修
会
を
通
し
て
、
ス
ク
ー

ル
ガ
ー
ド
の
方
々
の
「
次
代
を
担
う

子
ど
も
を
守
る
た
め
に
で
き
る
限
り

の
こ
と
を
し
た
い
」
と
い
う
非
常
に

熱
い
思
い
を
感
じ
ま
し
た
。 

　
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
や
地
域
の
方
々

の
見
守
り
を
受
け
、
日
置
市
内
の
子

ど
も
た
ち
が
声
か
け
事
案
等
に
あ
う

割
合
は
た
い
へ
ん
低
い
と
い
う
結
果

が
出
て
い
ま
す
。
日
置
市
教
育
委
員

会
で
は
、
今
後
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド

用
の
帽
子
・
腕
章
の
整
備
や
研
修
会

を
充
実
さ
せ
、
安
心
・
安
全
な
学
校
・

地
域
を
め
ざ
し
、
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。 

　
子
ど
も
会
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
、

発
表
や
講
演
を
通
し
て
望
ま
し
い
子

ど
も
会
活
動
を
研
究
し
よ
う
と
十
月

十
三
日
、
日
置
地
区
子
ど
も
会
大
会

が
吹
上
中
央
公
民
館
で
あ
り
ま
し
た
。 

　
大
会
に
は
日
置
市
と
い
ち
き
串
木

野
市
の
子
ど
も
会
会
員
や
育
成
者
な

ど
百
七
十
人
が
参
加
し
、
事
例
発
表

や
創
作
活
動
な
ど
で
、
今
後
の
示
唆

を
得
ま
し
た
。 

　
開
会
行
事
で
は
、
永
吉
地
区
子
ど

も
会
な
ど
、
特
色
あ
る
活
動
を
長
年

続
け
て
い
る
六
団
体
、
一
個
人
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
宮
内
地
区

子
ど
も
会
が
、
鎌
手
踊
り
の
継
承
活

動
を
発
表
し
、
参
加
に
よ
る
地
域
連

帯
の
大
切
さ
を
報
告
し
ま
し
た
。 

　
分
科
会
は
子
ど
も
と
育
成
者
ご
と

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
は
吹

上
浜
の
貝
殻
を
使
っ
た
創
作
活
動
。

指
導
者
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が

ら
、
色
と
り
ど
り
の
貝
に
目
を
輝
か

せ
て
、
思
い
思
い
の
貝
殻
細
工
を
作

り
ま
し
た
。 

　
育
成
者
は
、
花
田
地
区
の
事
例
発

表
や
講
話
か
ら
、
子
ど
も
会
が
地
域

と
と
も
に
育
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
学

び
ま
し
た
。 

　
十
月
五
日
、
扇
尾
小
学
校
（
日
吉
）

で
交
通
安
全
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
横
断
歩
道
の
走
行
、
自
転
車
の
点

検
、
自
転
車
の
正
し
い
乗
り
方
な
ど

日
置
警
察
署
の
方
に
指
導
し
て
い
た

だ
き
交
通
の
安
全
を
認
識
し
ま
し
た
。 

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の
活
動
例 

○
集
団
下
校
に
同
行
し
て
児
童

を
守
る
。 

○
同
じ
時
刻
に
決
ま
っ
た
街
頭

に
立
っ
て
守
る
。 

○
自
分
の
都
合
の
よ
い
時
に
声

か
け
を
す
る
。 

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
研
修
会
の
内
容 

○
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ

ー
の
講
話 

○
取
組
事
例
発
表 

・
伊
作
小
学
校
　
　 

・
飯
牟
礼
小
学
校 

○
実
技
（
不
審
者
遭
遇
時
の
対
応
） 

○
情
報
交
換 

　
国
民
宿
舎
吹
上
砂
丘
荘
が
主
催
し

た
「
吹
上
カ
エ
ル
の
音
楽
会
」
が
十

月
二
十
一
日
、
同
荘
下
の
松
林
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
音
楽
会
は
、
自

然
の
ス
テ
ー
ジ
で
生
の
演
奏
を
楽
し

ん
で
も
ら
お
う
と
企
画
さ
れ
て
い
る

も
の
で
、
今
回
で
五
回
を
数
え
ま
す
。 

　
出
演
は
マ
リ
ン
バ
奏
者
四
人
の
グ

ル
ー
プ
「
フ
ォ
ー
マ
レ
ッ
ツ
」。
ク

ラ
シ
ッ
ク
か
ら
童
謡
ま
で
幅
広
い
ジ

ャ
ン
ル
を
カ
バ
ー
し
て
い
ま
す
。 

　
松
林
を
ろ
う
そ
く
の
灯
火
が
優
し

く
照
ら
し
出
す
会
場
に
、
マ
リ
ン
バ

四
重
奏
の
優
し
い
音
色
が
心
地
よ
く

流
れ
、
百
二
十
人
の
観
客
を
魅
了
し

ま
し
た
。 

子
ど
も
の
夢
を
創
っ
て
１０
周
年 

星
空
お
は
な
し
会 

　
子
ど
も
へ
の
読
み
聞
か
せ
活
動
を

展
開
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
「
ぽ
け
っ
と
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
」

の
「
星
空
お
は
な
し
会
」
が
十
月
二

十
七
日
、
ふ
き
あ
げ
図
書
館
で
あ
り

ま
し
た
。 

　
ぽ
け
っ
と
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
は
公
民

館
講
座
の
親
子
読
書
会
が
き
っ
か
け

と
な
り
平
成
九
年
、
三
家
族
で
結
成
。

以
来
、
定
期
的
に
読
み
聞
か
せ
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。 

　
今
年
は
同
グ
ル
ー
プ
の
十
周
年
。

そ
れ
を
記
念
し
た
お
は
な
し
会
は
、

ふ
き
あ
げ
図
書
館
の
協
力
も
あ
り
、

初
め
て
屋
内
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
準
備
さ
れ
た
フ
ロ
ア
は
百
五
十
人

の
親
子
連
れ
で
満
員
。
ざ
わ
め
い
た

空
気
は
や
が
て
朗
読
の
声
と
と
も
に

静
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

　
ブ
ラ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
や
人
形
劇
な

ど
、
多
彩
な
仕
掛
け
の
読
み
聞
か
せ

に
、
会
場
は
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
世
界

へ
。
最
後
は
結
成
当
時
初
め
て
演
じ

た
影
絵
「
す
っ
か
り
だ
め
じ
ゃ
」
を

上
演
。
吹
上
の
民
話
を
鹿
児
島
弁
で

演
じ
、
館
内
に
笑
い
が
響
き
渡
り
ま

し
た
。 

　
メ
ン
バ
ー
は
「
わ
が
子
に
お
話
し

が
で
き
な
く
な
っ
た
分
、
た
く
さ
ん

の
子
ど
も
に
夢
を
創
る
話
の
世
界
を

提
供
し
た
い
」
と
さ
ら
な
る
十
年
を

見
据
え
て
い
ま
し
た
。 

制
作
中
の
真
剣
な
表
情
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十
月
一
日
、
東
京
都
石
垣
記
念
ホ

ー
ル
で
行
わ
れ
た
第
二
十
六
回
工
場

緑
化
推
進
全
国
大
会
で
、
パ
ナ
ソ
ニ

ッ
ク
半
導
体
オ
プ
ト
デ
バ
イ
ス
㈱
が

　
日
本
緑
化
セ
ン
タ
ー
会
長
賞
を
受

賞
し
、
十
月
五
日
、
市
役
所
を
訪
問

さ
れ
ま
し
た
。 

　
同
社
は
、
平
成
九
年
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１

４
０
０
１
を
取
得
以
来
、
社
員
一
丸

と
な
っ
て
環
境
保
護
活
動
に
取
り
組

み
、
工
場
お
よ
び
周
辺
立
地
に
配
慮

し
な
が
ら
、
整
然
と
し
た
工
場
緑
化

に
努
め
て
い
ま
す
。 

（財）
日
本
緑
化
セ
ン
タ
ー
会
長
賞
受
賞 

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
半
導
体
オ
プ
ト
デ
バ
イ
ス
㈱ 

　「
女
性
の
視
点
か
ら
地
域
づ
く
り

を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、「
吹
上

地
域
の
市
議
会
議
員
と
語
る
会
」
が

十
月
二
十
六
日
、
吹
上
中
央
公
民
館

で
開
か
れ
ま
し
た
。
語
る
会
は
、
吹

上
地
域
各
種
女
性
団
体
連
絡
協
議
会

な
ど
が
主
催
し
て
初
め
て
行
わ
れ
た

も
の
で
す
。 

　
語
る
会
に
は
、
社
会
教
育
や
農
林
、

福
祉
の
各
種
女
性
団
体
か
ら
三
十
六

人
が
参
加
。「
高
齢
化
に
よ
り
将
来

的
に
地
域
の
奉
仕
作
業
な
ど
が
で
き

な
く
な
る
」「
悪
書
の
自
動
販
売
機

を
撤
去
で
き
な
い
か
」「
市
役
所
か

ら
の
配
布
物
が
多
過
ぎ
る
」
な
ど
、

生
活
者
の
視
点
や
日
ご
ろ
の
活
動
を

通
し
た
地
域
課
題
を
訴
え
ま
し
た
。 

　
こ
れ
に
対
し
議
員
は
「
自
分
の
地

域
を
自
分
で
守
る
こ
と
が
地
域
自
治
」

「
地
権
者
へ
の
働
き
か
け
も
大
切
」「
情

報
提
供
と
経
費
節
減
の
バ
ラ
ン
ス
が

難
し
い
」
な
ど
と
、
丁
寧
に
答
え
ま

し
た
。 

　
参
加
者
は
「
小
さ
な
疑
問
に
も
真

摯
に
対
応
し
て
く
れ
た
」「
こ
の
会

を
通
じ
て
、
市
政
の
一
端
を
垣
間
見

る
こ
と
も
で
き
て
勉
強
に
な
っ
た
」

と
充
実
し
た
様
子
で
し
た
。 

女
性
の
視
点
で
訴
え
ま
し
た 

吹
上
地
域
の
市
議
と
語
る
会 

交
通
事
故
の
な
い
ま
ち
に 

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動 

交
流
の
木
を
植
樹 

永
吉
南
郷
会
と
上
石
津
島
津
会 

　
宝
く
じ
の
事
業
収
入
を
利
用
し
た

「
平
成
十
九
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
」
で
古
城
自
治
会
（
伊
集
院
）

と
竹
之
山
自
治
会
（
伊
集
院
）
が
各

自
治
会
体
育
広
場
周
辺
を
整
備
し
ま

し
た
。 

　
今
回
の
助
成
で
、
古
城
自
治
会
は

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
安
心
し
て
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
体
育
広
場
を

整
備
、
竹
之
山
自
治
会
は
体
育
広
場

の
老
朽
化
し
た
簡
易
ト
イ
レ
の
新
築

工
事
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に

よ
り
、
今
後
の
各
自
治
会
活
動
推
進

が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

　
宝
く
じ
の
助
成
金
は
、
こ
の
よ
う

に
還
元
さ
れ
、
地
域
づ
く
り
に
役
立

っ
て
い
ま
す
。 

　「
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
初

日
の
九
月
二
十
一
日
、
市
役
所
前
で

交
通
安
全
運
動
出
発
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

　
出
発
式
で
は
、
宮
路
市
長
と
定
日

置
警
察
署
長
が
「
ル
ー
ル
を
守
り
、

思
い
や
り
と
緊
張
感
を
持
っ
た
運
転

に
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
そ
の
後
、
パ
ト
カ
ー
と
交
通
安

全
車
が
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
る
市

内
パ
レ
ー
ド
へ
と
出
発
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
当
日
は
国
道
３
号
線
（
東

市
来
町
長
里
）
で
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
期
間
中
、
ウ
ッ
ド
タ
ウ
ン
（
日
吉
）

で
も
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
、
日

吉
町
交
通
安
全
協
会
の
メ
ン
バ
ー
が

ド
ラ
イ
バ
ー
に
チ
ラ
シ
や
せ
っ
ぺ
と

べ
ね
ぎ
を
配
布
。
交
通
安
全
を
訴
え

ま
し
た
。 

　
島
津
豊
久
公
を
は
じ
め
永
吉
島
津

家
代
々
の
菩
提
寺
、
天
昌
寺
跡
に
十

月
七
日
、
島
津
家
ゆ
か
り
の
マ
ツ
と

モ
ミ
ジ
の
木
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。 

　
マ
ツ
は
、
宝
暦
治
水
の
完
工
を
記

念
し
て
、
幕
府
が
薩
摩
か
ら
取
り
寄

せ
堤
防
に
植
え
た
千
本
松
原
か
ら
育

て
た
も
の
。 

　
モ
ミ
ジ
は
、
関
ヶ
原
合
戦
の
敵
中

突
破
で
自
刃
し
た
豊
久
公
の
縁
で
交

流
し
て
い
る
岐
阜
県
上
石
津
を
治
め

て
い
た
水
奉
行
高
木
家
の
象
徴
す
る

木
で
す
。 

　
植
樹
に
は
、
上
石
津
島
津
会
か
ら

三
輪
雅
務
会
長
と
大
嶽
文
夫
さ
ん
が

来
訪
、
永
吉
南
郷
会
会
員
が
見
守
る

中
、
南
郷
会
役
員
と
丁
寧
に
植
え
付

け
ま
し
た
。 

　
三
輪
会
長
は
「
長
い
歳
月
を
経
て

マ
ツ
は
里
帰
り
、
モ
ミ
ジ
は
お
こ
し

入
れ
で
す
。
交
流
の
木
と
し
て
植
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」
と
あ
い

さ
つ
。
南
郷
会
で
は
「
木
の
成
長
と

と
も
に
、
交
流
の
年
輪
を
重
ね
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

　
日
置
市
と
吹
上
町
マ
レ
ー
シ
ア
交

流
実
行
委
員
会
な
ど
が
共
催
し
て
受

け
入
れ
て
い
る
マ
レ
ー
シ
ア
青
年
研

修
生
が
、
一
年
間
の
技
術
研
修
を
終

え
、
そ
の
送
別
交
流
会
が
十
月
二
十

日
、
永
吉
地
区
公
民
館
で
あ
り
ま
し

た
。 

　
研
修
を
修
了
し
た
の
は
ヒ
シ
ャ
ム

さ
ん
、
フ
ァ
イ
ザ
ル
さ
ん
、
イ
ザ
ム

さ
ん
の
三
人
。
い
ず
れ
も
藤
元
工
業

団
地
の
鹿
児
島
ケ
ー
ス
で
金
属
加
工

技
術
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。 

　「
こ
と
ば
や
文
化
の
違
い
に
苦
労

し
ま
し
た
が
、
会
社
や
地
域
の
お
か

げ
で
研
修
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

と
研
修
生
。
か
み
し
め
る
よ
う
に
し

っ
か
り
し
た
日
本
語
で
お
礼
を
述
べ

る
と
、
六
十
人
の
参
加
者
か
ら
大
き

な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。 

　
市
と
実
行
委
員
会
は
、
修
了
証
書

と
記
念
法
被
を
授
与
、
異
国
で
の
一

年
間
を
労
い
な
が
ら
、
帰
国
後
の
飛

躍
を
祈
り
ま
し
た
。 

研
修
成
果
で
さ
ら
な
る
飛
躍
を 

マ
レ
ー
シ
ア
青
年
研
修
生
送
別
会 

　
十
月
十
五
日
、
日
置
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
約
百
二
十
人

が
、
市
内
各
所
の
清
掃
作
業
を
行
い

ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
十
月
の
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
事
業
普
及
啓
発
月
間
中
の

十
五
日
「
シ
ル
バ
ー
の
日
」
に
合
わ

せ
て
実
施
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。 

　
伊
集
院
地
域
で
は
、
徳
重
神
社
、

城
山
公
園
周
辺
の
清
掃
作
業
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

「
シ
ル
バ
ー
の
日
」
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

日
置
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

終
了
証
書
を
手
渡
さ
れ
る
研
修
生 

▼
 

記
念
植
樹
を
す
る
島
津
会
と
南
郷
会
役
員 

▼
 

▲徳重神社（伊集院）周辺を清掃する会員 

▲ウッドタウン（日吉）で行われたキャンペーン 

▲国道３号線（東市来町長里）で行われた 
　街頭キャンペーン 

交通安全出発式 

▲
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で 

自
治
会
体
育
広
場
周
辺
を
整
備 

古
城
自
治
会
、竹
之
山
自
治
会 

【古城自治会】 

【竹之山自治会】 

行　政 情報をお寄せください 
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健康づくり活動団体紹介 

　10 月 14 日夜、八幡公民館で日吉地域スポーツダンス同好会の１周
年記念ミニ発表会が開催され、公民館は優雅で賑やかな雰囲気に包ま
れました。 
　３年前、日吉に転入してきた小嶌さん夫妻。初めは周囲との交流も
なく、もともと朗らかな性格の信子さんは当時「うつ状態だった」と
話します。「なんとかしなくちゃ」と思っていた時、以前鹿児島市の友
人から誘われたダンス教室を思い出し、夫の實さんと週１回の教室に
通いはじめ、ダンスの楽しさを実感するようになりました。 
　「日吉でもダンスの楽しさを広めたい」との思いから周囲に声をかけ、
少人数から始まった同好会。自治会長や高齢者クラブ会長の協力で、
現在は八幡公民館で月２回練習できるようになり、日吉大学の講座に
も入れてもらい、月１回高齢者も楽しく活動しています。約 20 人の老
若男女が軽やかなステップで練習に励み、発表会前は衣装選びにも熱
が入りました。「難しいけど楽しい。はまってしまう」と参加者。小嶌
さんのうつ状態もどこかに吹き飛んでしまったようです。 
　スポーツダンスには、①ウォーキングに匹敵するカロリー消費、②
心肺機能を高める、③認知症防止、④姿勢が良くなる、⑤若返りの効
果があります。「日置市は医療費も高く、みんなが元気になれば少しで
もいいんじゃないかな。お年寄りが楽しく元気に踊ってくれるのが一
番うれしい。まだ多くの人は男女が踊ることに抵抗があるようですが、
スポーツとしてみんなに参加してほしいですね」と實さん。これから
日置市全体に広がっていきそうです。 

　実
践
し
て
い
る
こ
と 

　
自
宅
か
ら
景
色
の
良
い
二
コ
ー
ス

を
選
定
し
て
毎
日
一
時
間
夫
婦
で
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
。 

　き
っ
か
け 

　
今
年
二
月
、
健
康
づ
く
り
計
画
策

定
委
員
会
に
体
育
協
会
代
表
と
し
て

参
加
。「
立
場
と
し
て
み
ん
な
の
見

本
に
な
ら
な
く
て
は
」
と
健
康
づ
く

り
に
目
覚
め
た
。
今
ま
で
は
歩
く
人

は
病
気
が
あ
る
人
と
思
っ
て
い
た
が
、

医
療
費
や
病
院
の
待
合
時
間
の
無
駄

を
考
え
る
と
一
時
間
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
で
元
気
に
な
れ
ば
ず
っ
と
い
い
と

思
っ
た
。 

　楽
し
み 

　
毎
日
少
し
ず
つ
体
重
と
腹
囲
が
減

っ
て
い
く
こ
と
と
、
妻
と
歩
き
な
が

ら
会
話
す
る
こ
と
。
行
き
交
う
人
と

楽
し
く
あ
い
さ
つ
で
き
る
こ
と
。 

　効
　
果 

　
昨
年
ま
で
悪
化
し
て
き
た
基
本
検

診
の
検
査
数
値
が
改
善
（
別
表
参
考
）。

体
調
が
よ
く
な
っ
た
。 

　奥
さ
ん
か
ら 

　
坂
道
で
は
ジ
グ
ザ
ク
に
登
っ
て
私

に
歩
調
を
合
わ
せ
て
く
れ
ま
す
。
以

前
は
一
人
で
怖
い
こ
と
も
あ
っ
た
が

安
心
し
て
楽
し
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が

で
き
て
い
ま
す
。 

代表　小嶌　信子さん（70歳） 

　　　　　　　實さん（69歳） 
（日吉町山田） 

下笠　政文さん〔65歳〕 
（日吉町笠ヶ野） 

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

健
康
づ
く
り
を
実
践
し
、

効
果
を
出
し
て
い
る
方
々

を
紹
介
し
ま
す
。 

実践!

健康づく
り 実践 !

健康づく
り 毎

日
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で 

　
　
　
検
査
結
果
改
善 

下笠さんの検査結果 

※
善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
運
動
に
よ
っ
て 

　
増
加
し
ま
す
。 

血糖・コレステロール 
・悪玉が減り、善玉が増加。上がってきた 
　血糖値も減少。 

体重・血圧 
・体重は６㎏減、少し血圧も正常になった。 

H14 H15 H16 H17

血糖値 善玉コレステロール 

H18 H19

血糖・コレステロール 

H14 H15 H16 H17 H18 H19
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悪玉コレステロール 体重 最高血圧 

体重・血圧 
◆ ▲ ● 最低血圧 

馬
塲
園
純
○ 

東
　
　
　
□ 

山
下
　
□
ヱ 

馬
塲
園
純
　 

東
　
　
　
夫 

山
下
　
ヤ
ヱ 

 
  

伊
集
院
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
） 

福
島
　
麗
輝
　
　
芳
博
　
　
郡
下 

小
佐
々
七
碧
　
　
寛
城
　
　
妙
円
寺
五
区 

臼
井
　
　
騨
　
　
祐
介
　
　
猪
鹿
倉 

米
森
　
千
華
　
　
剛
　
　
　
宮
脇 

勢
田
　
悠
晴
　
　
勝
久
　
　
天
神
馬
場 

上
大
田
晟
慈
　
　
和
巳
　
　
瀬
戸
内 

寳
　
　
道
雅
　
　
道
夫
　
　
向
江
町 

鶴
田
　
祐
斗
　
　
祐
仁
　
　
郡
下 

春
田
　
秋
斗
　
　
秋
彦
　
　
郡
下 

時
田
　
真
央
　
　
祐
一
　
　
瀬
戸
内 

牧
　
百
合
愛
　
　
浩
基
　
　
朝
日
ヶ
丘 

福
重
　
雅
姫
　
　
春
樹
　
　
つ
つ
じ
ヶ
丘
一
区 

下
萩
　
翔
真
　
　
慎
吾
　
　
上
之
馬
場 

 

東
市
来
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
） 

田
丸
　
恵
太
　
　
謙
一
郎
　
杉
之
迫 

落
合
　
　
聖
　
　
哲
　
　
　
杉
之
迫 

秋
丸
　
　
楓
　
　
昇
平
　
　
田
之
湯 

松
田
　
玲
穏
　
　
修
一
　
　
古
市 

 

日
吉
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
） 

櫨
元
　
美
波
　
　
博
昭
　
　
帆
之
港 

 

吹
上
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
） 

永
野
美
依
奈
　
　
浩
二
　
　
上
中
之
里 

佐
野
　
秀
真
　
　
正
男
　
　
北
湯
之
元 

後
藤
　
琉
維
　
　
潤
　
　
　
西
本
町 

堀
之
内
心
優
　
　
大
樹
　
　
北
湯
之
元 

原
口
　
結
衣
　
　
正
樹
　
　
西
本
町 

宮
本
　
郡
志
　
　
信
吾
　
　
中
津 

山
川
　
千
洋
　
　
忠
雄
　
　
南
湯
之
元 

田
野
邉
莉
緒
　
　
雄
二
　
　
藤
元 

安
藤
　
ら
ん
　
　
太
介
　
　
松
下 

     

伊
集
院
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
） 

藏
之
下
　
貢
　
　
76
　
下
神
殿
一
区 

池
田
　
誠
二
　
　
98
　
池
田 

有
留
セ
ツ
子
　
　
65
　
飯
牟
礼
中 

西
ノ
薗
茂
之
　
　
52
　
駅
前 

南
　
　
　
　
　
　
81
　
恋
之
原 

宮
原
　
ト
ミ
　
　
72
　
天
神
馬
場 

福
永
　
輝
志
　
　
78
　
下
方
限 

和
田
　
　
晃
　
　
66
　
腰 

久
保
　
シ
ナ
　
　
89
　
郡
下 

松
下
　
　
正
　
　
61
　
大
田
中 

 

東
市
来
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
） 

西
峯
カ
ス
ミ
　
　
89
　
下
養
母 

上
村
美
代
子
　
　
90
　
神
之
川 

中
村
　
可
澄
　
　
88
　
城
之
町 

赤
　
ミ
ツ
子
　
　
85
　
中
央 

前
田
　
正
吉
　
　
89
　
田
之
湯 

益
滿
ハ
ツ
子
　
　
80
　
中
伊
作
田 

池
田
　
節
雄
　
　
86
　
麓
下 

坂
元
　
善
　
　
　
89
　
江
口 

幾
留
キ
ヨ
子
　
　
71
　
坂
之
上
下 

末
吉
　
タ
エ
　
　
75
　
古
市 

田
渕
　
ヒ
デ
　
　
92
　
中
伊
作
田 

下
茂
　
親
良
　
　
77
　
皆
田
西 

 

日
吉
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
） 

妙
見
ミ
ツ
子
　
　
89
　
南
区 

岡
山
ミ
チ
子
　
　
59
　
草
原 

小
原
め
ぐ
み
　
　
37
　
草
原 

丸
田
　
キ
ミ
　
　
92
　
二
潟 

 

吹
上
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
） 

久
保
　
　
二
　
　
93
　
下
中
之
里 

神
之
村
フ
ミ
エ
　
88
　
上
中
之
里 

黒
川
　
陽
光
　
　
70
　
多
宝
寺 

有
馬
　
世
喜
　
　
91
　
瀬
谷 

上
床
キ
ク
エ
　
　
91
　
北
湯
之
元 

　
　
う
る
き
 

　
　
な
な
み
 

　
　
　
　だ
ん
 

　
　
か
ず
は
 

　
　ゆ
う
せ
い
 

　
　じ
ょ
う
じ
 

　
　み
ち
ま
さ
 

　
　
ひ
ろ
と
 

　
　
あ
き
と
 

　
　
ま
　
お
 

ゆ
　
り
　
あ
 

　
　
み
や
び
 

　
　し
ょ
う
ま
 

   　
　
け
い
　た
 

　
　
　
あ
き
ら
 

　
　
　
か
え
で
 

　
　
り
お
ん
 

 

　
　
み
　な
み
 

   み
　
い
　
な
 

　
　し
ゅ
う
ま
 

　
　
る
　
い
 

　
　
み
　
う
 

　
　
ゆ
　
い
 

　
　ぐ
ん
じ
 

　
　ち
ひ
ろ
 

　
　
り
　
お
 

１０
月
受
付
分
（
敬
称
略
）  

１０
月
受
付
分
（
敬
称
略
）  

※
訂
正
と
お
詫
び
　
広
報
ひ
お
き
10

月
号
の
P
21
「
戸
籍
の
窓
・
お
く
や
み
」

の
記
事
中
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
次

の
と
お
り
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。 

伊
集
院
地
域
（
故
人
名
） 

　
　
　
誤
　
　
　
　
　
　
　
正
 

　
十
月
四
日
、
第
三
回
日
置
地
区
シ

ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
日
吉
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
大
会
に
は
、
市
内
四
地
域
と
い
ち

き
串
木
野
市
か
ら
参
加
が
あ
り
、
玉

入
れ
や
ボ
ウ
リ
ン
グ
な
ど
九
種
目
の

競
技
に
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。 

　
優
勝
は
日
吉
、
二
位
は
東
市
来
、

三
位
は
市
来
で
し
た
。 

　
十
月
十
四
日
、
日
吉
相
撲
場
で
日

吉
町
豊
年
相
撲
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
取
り
組
み
で
は
、
小
学
校
紅
白
戦
、

中
学
校
地
域
体
協
戦
な
ど
あ
り
、
競

技
す
る
側
、
応
援
す
る
側
、
盛
大
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

小
学
校
六
年
生
個
人
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦 

優
　
勝
　
二
石
大
輔
（
吉
利
小
） 

準
優
勝
　
辻
秀
太
（
住
吉
小
） 

第
三
位
　
中
村
航
平
（
住
吉
小
） 

小
学
校
ク
ラ
ブ
対
抗
戦 

優
　
勝
　
日
新
小
A
 

準
優
勝
　
住
吉
小
B 

第
三
位
　
日
置
小
A
 

中
学
校
地
域
体
育
協
会
戦 

優
　
勝
　
吉
利
体
育
協
会
A
 

準
優
勝
　
川
西
体
育
協
会 

第
三
位
　
川
東
体
育
協
会
A 

一
般
地
域
体
育
会
戦
（
一
部
） 

優
　
勝
　
川
西
体
育
協
会 

準
優
勝
　
吉
利
体
育
協
会
A 

第
三
位
　
日
新
体
育
協
会
A
 

一
般
地
域
体
育
会
戦
（
二
部
） 

優
　
勝
　
日
新
体
育
協
会 

準
優
勝
　
吉
利
体
育
協
会
C
 

第
三
位
　
吉
利
体
育
協
会
B

日
吉
豊
年
相
撲
大
会 

第
三
回
日
置
地
区 

シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会 

の
こ
っ
た
！
の
こ
っ
た
！ 

若
い
者
に
は
負
け
ま
せ
ん 

こ　じま 



市
内
に
在
住
の
６
歳
以
下
の
お
子
さ
ん
 

①
氏
名
②
生
年
月
日
③
保
護
者
氏
名
④
お
子
さ
ん
の
近
況
・
お
子
さ
ん
へ
の
コ
メ
ン
ト
 

⑤
広
報
へ
の
ご
意
見
⑥
連
絡
先
を
添
え
て
、
市
役
所
総
務
企
画
部
企
画
課
（
住
所
は
 

末
㌻
）ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
 

内　香緒里ちゃん（２歳７か月） 

　　嘉菜子ちゃん（８か月） 

父　嘉彦さん　母　千里さん 
（伊集院町郡） 

　好奇心旺盛でやんちゃな２人。歌が
好きで、いつも仲良く歌っています。
いつまでも仲良く、元気に育ってね。 

■おかあさんから 

か　お　り 

か　な　こ 橋口　翔汰くん（３歳３か月） 

父　聡さん　母　幸恵さん 
（伊集院町大田） 

　元気いっぱいに、のびのび育ってほ
しいです。大きくなったら、大田太鼓
踊りにも参加できるかな。 

■おじいさんから 

しょう た 

元気のある 

お子さんの写真を 

募集しています。 

　
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
や
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
シ
ョ

ー
を
し
て
い
る
池
畑
さ
ん
。
今
年
起
業
し
た
「
船
風
喜
（
せ
ん
ぷ
う
き
）」
の
代
表
で
「
パ

フ
ォ
ー
マ
ー
鋏
（
は
さ
み
）」
と
し
て
市
内
外
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
十
月
二
十
一
日
に
開

催
さ
れ
た
吹
上
秋
祭
り
２
０
０
７
で
も
そ
の
大
道
芸
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
高
校
の
時
に
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
に
興
味
を
持
っ
て
以
来
、
独
学
で
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
を
学
び
、

こ
れ
ま
で
に
大
道
芸
人
と
し
て
日
本
全
国
を
回
っ
た
り
、
海
外
で
大
道
芸
を
披
露
し
た
り

と
自
分
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
磨
い
て
き
た
池
畑
さ
ん
。「〝
鋏
〞と
い
う
芸
名
も
高
校
時
代

に
考
え
た
も
の
。
海
外
へ
は
タ
イ
や
ベ
ト
ナ
ム
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
な
ど
主
に
ア
ジ
ア
を
中
心

に
旅
し
ま
し
た
。
現
地
の
言
葉
も
あ
ま
り
話
せ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は
か
り
、
現
地
の
人
と
も
す
ぐ
に
仲
良
く
な

れ
ま
し
た
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。「
日
本
全
国
を
ヒ
ッ
チ
ハ
イ
ク
で
回
る
途
中
で
も
、
た

く
さ
ん
の
人
と
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。
福
岡
県
で
の
ス
ト
リ
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と

の
出
会
い
か
ら
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」。 

　
現
在
、
吹
上
地
域
を
拠
点
に
大
規
模
商
業
施
設
の
イ
ベ
ン
ト
や
祭
り
で
の
ス
テ
ー
ジ
シ

ョ
ー
、
営
業
活
動
を
す
る
池
畑
さ
ん
。「
県
内
で
も
数
少
な
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
。
こ
れ
か
ら

も
市
内
外
の
様
々
な
場
所
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
て
、
た
く
さ
ん
の
人
に
名
前
を

覚
え
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。
こ
れ
ま
で
の
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
出
会
い
を
大
切
に
、

頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」 

シリーズ● 30
いきいき 

池畑　周児さん〔24歳〕 
吹上町中原（西本町自治会） 

いけ　はた　　 しゅう　じ 

　東市来地域の元伊作田集落の入り口に７基の石塔が
並んで立っています。南北朝時代（1331 ～ 1392）の中
頃に、伊作田領主であった伊作田道材と、その一族の
墓と伝えられています。その頃は、朝廷が南朝と北朝
に分裂したため、全国で戦いが続いていました。道材
はその戦いで戦死したとされています。 
　鹿児島では島津本家などが北朝方に、伊集院氏や市
来氏などが南朝方につき各地で激しく戦いました。道
材は南朝方として戦ったと伝えられています。道材の
墓の近くには、その功績を讃えて大正14年に建立した「伊
作田城主道材追悼碑」と、昭和 15 年に建立した「伊作
田道材公追悼碑」があります。 
　７基の石塔のなかで、１基だけ文字が刻まれており、
建武３（1336）年に亡くなった「比丘尼道性」の墓であ
ったことが分かります。 
　伊作田地区で３年ごとに行う伊作田踊りは、道材の
慰霊と豊作祈願を祈るもので、伊作田踊り保存会が中
心になり多くの住民が参加しています。 

〈引用参考文献〉東市来町郷土誌 

本
庁
か
ら
車
で
２０
分
、 

東
市
来
支
所
か
ら
車
で
１０
分 

Access

伊作田兵部太夫道材の墓地（東市来地域） 

『紙芝居』 
奥　イツ子さん（67歳） 日吉町神之川 

　紙芝居を作り始めて 10 数年。今は作った紙芝
居を小学校や施設、地域の婦人会やいきいきサ
ロンで読み聞かせる活動をしています。毎日の
生活の中で思ったことをノートに書いているうち、

「この気持ちを絵と文字で誰かに伝えよう」と思
ったことがきっかけ。幼い頃から絵が好きで、
制作中は没頭して、夜が明けてしまうことも。 
　「紙芝居を読むときは、聞き手の反応が気にな
りますが、紙芝居で喜んでくれる人がいて、地
域の子どもたちにも昔のことなどを伝えたいと
思うので、これからも続けていけたらいいですね」 

　
四
年
生
の
と
き
に
、お
父
さ
ん
が
単
身

赴
任
で
山
梨
に
行
っ
て
い
た
の
で
、家
族

で
遊
び
に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。飛

行
機
で
行
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
が
、

「
大
雨
で
飛
行
機
が
飛
ば
な
い
」
と
言
わ

れ
、と
て
も
困
り
ま
し
た
。そ
ん
な
時
、キ

ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
の
方
が
み
ん
な
に

説
明
を
し
て
く
だ
さ
り
、他
社
の
飛
行
機

な
ら
飛
ぶ
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
く
だ

さ
り
、そ
の
姿
に
感
動
し
、と
て
も
か
っ
こ

い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。飛
行
機
の
中
で

も
、飲
み
物
や
お
か
し
、ね
て
い
る
人
に
は
、

ひ
ざ
か
け
ぶ
と
ん
を
か
け
て
あ
げ
て
心

配
を
す
る
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
の
人

に
、あ
こ
が
れ
ま
し
た
。 

　
私
も
将
来
は
、大
勢
の
方
々
に
や
さ
し

く
接
し
て
あ
げ
る
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン

ト
の
仕
事
を
や
り
た
い
で
す
。そ
の
た
め

に
、ど
ん
な
人
達
に
も
や
さ
し
く
し
て
あ

げ
た
い
で
す
。
ま
た
、英
語
な
ど
の
勉
強

を
一
生
け
ん
命
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。
そ

し
て
将
来
必
ず
、キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン

ト
に
な
っ
て
世
界
各
地
を
飛
び
ま
わ
る

キ
ャ
リ
ア
ウ
ー
マ
ン
に
な
り
た
い
で
す
。 

キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト 

鶴
丸
小
学
校
六
年
　
立
和
名
　
亜
衣
さ
ん 

た
ち
　わ
　
な
　
　
　
あ
　
い 

●バルーンアート、ジャグリングパフォーマンス「船

風喜」代表。「Perfomer鋏」として活躍。 

 

い　ざく　だ　ひょうぶ　だ ゆう どうざい 

せんぷう　き はさみ 

中央が道材の墓とされている 
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鹿児島県日置市 

市の人口（住民基本台帳） 

市の面積　253.06㎞2

総人口　52,514人（　△2） 

　男　　24,525人（　　6） 

　女　　27,989人（　△8） 

世帯数　22,378　（　20） 
11月1日現在 （　）は前月比 

祭文奏上 ! 
　市街地を練り歩き、徳重神社に到着

した伊集院町武者行列保存会。島津義

弘公の武勇をしのび、大将の大迫広幸

さんが厳かな雰囲気の中祭文を読み上

げました。 

（10/28　伊集院町武者行列保存会） 
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西
郷
は
温
泉
好
き
で
各
地
の
温
泉

を
回
っ
て
い
ま
す
。
吹
上
温
泉
に
は
明

治
三
（
一
八
七
〇
）
年
と
明
治
七
年
に

滞
在
し
て
い
ま
す
。
吹
上
温
泉
は
、
古

く
は
伊
作
温
泉
の
名
で
人
々
に
親
し
ま

れ
た
温
泉
地
で
す
。 

　
明
治
七
年
の
滞
在
は
、
意
見
の
対

立
か
ら
新
政
府
を
辞
め
た
翌
年
に
な
り

ま
す
。
こ
の
と
き
は
四
十
日
以
上
も
滞

在
し
ま
し
た
。
西
郷
は
、
吹
上
に
滞
在

し
て
い
る
と
き
は
好
き
な
狩
り
を
楽
し

ん
で
い
た
よ
う
で
す
。
西
郷
は
地
元
の

人
々
と
親
し
く
交
わ
り
、
国
の
形
勢

を
論
じ
、
村
の
基
本
財
産
と
し
て
植
林

を
勧
め
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
明
治
十
年
、
西
郷
は
西
南
戦
争
で

敗
れ
、
城
山
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

吹
上
の
人
々
は
西
郷
を
偲
び
、
昭
和
二

年
に
、
吹
上
温
泉
を
見
下
ろ
す
丘
に
「
西

郷
南
洲
翁
来
遊
の
碑
」
を
建
て
ま
し
た
。

文
字
は
東
郷
平
八
郎
の
筆
で
、
石
碑
の

除
幕
式
に
は
息
子
の
西
郷
菊
次
郎
も

参
加
し
て
い
ま
す
。 

  

　
西
郷
隆
盛
は
、
鹿
児
島
城
下
の
下

級
武
士
の
家
に
文
政
十
（
一
八
二
七
）

年
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
地
方
を
回
る
役

職
な
ど
を
勤
め
て
い
ま
し
た
が
、
安
政

元
（
一
八
五
四
）
年
に
薩
摩
藩
主
島
津

斉
彬
に
抜
擢
さ
れ
、
江
戸
に
行
き
、

斉
彬
の
側
近
と
し
て
活
動
す
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
篤
姫
が
将
軍
家
に
輿
入

れ
す
る
際
に
は
準
備
係
を
勤
め
、
奔

走
し
た
よ
う
で
す
。
そ
の
後
も
、
一
橋

慶
喜
（
後
の
十
五
代
将
軍
）
を
将
軍

に
す
る
た
め
に
、
篤
姫
に
密
書
を
送
り
、

大
奥
へ
の
工
作
を
行
な
っ
た
と
さ
れ
て
い

ま
す
。 

　
斉
彬
の
死
後
、
西
郷
は
二
度
も
島

流
し
に
さ
れ
る
な
ど
不
遇
の
時
期
を
過

ご
し
ま
す
が
、
小
松
帯
刀
や
大
久
保

利
通
な
ど
の
尽
力
で
薩
摩
藩
の
中
枢
に

復
帰
し
ま
す
。
慶
応
四
（
一
八
六
八
）

年
に
西
郷
は
官
軍
を
率
い
て
江
戸
を
目

指
し
ま
し
た
。
江
戸
攻
撃
直
前
に
、

篤
姫
か
ら
攻
撃
中
止
の
嘆
願
を
受
け
ま

す
。
二
人
の
努
力
も
あ
り
、
攻
撃
は

回
避
さ
れ
、
江
戸
城
は
無
血
開
城
と

な
り
ま
し
た
。 

  
　
吹
上
地
域
永
吉
地
区
に
あ
る
天
昌

寺
跡
に
、
篤
姫
の
実
兄
島
津
久
敬
の

墓
が
あ
り
ま
す
。
天
昌
寺
は
、
島
津

氏
の
分
家
で
永
吉
を
領
有
し
て
い
た
永

吉
島
津
家
の
菩
提
寺
で
す
。
久
敬
は
、

篤
姫
の
生
家
の
今
和
泉
島
津
家
に
次

男
と
し
て
生
ま
れ
、
永
吉
島
津
家
の
養

子
に
な
り
ま
し
た
。
今
和
泉
島
津
家

も
永
吉
島
津
家
と
同
様
に
、
島
津
氏

の
分
家
で
、
領
地
を
有
す
る
名
門
同

士
な
の
で
養
子
に
選
ば
れ
た
の
で
し
ょ
う
。 

　
久
敬
は
嘉
永
五
（
一
八
五
二
）
年
に

永
吉
島
津
家
第
十
三
代
当
主
に
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
久
敬
が
当
主
で
い

た
の
は
わ
ず
か
三
年
で
、
何
ら
か
の
理

由
で
当
主
を
辞
め
て
い
ま
す
。
そ
の
理

由
は
伝
え
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
明
治
維

新
の
後
も
永
吉
で
隠
居
生
活
を
続
け
て

い
た
よ
う
で
す
。
篤
姫
と
同
じ
よ
う
に

波
乱
の
生
涯
で
し
た
。 

 〈
引
用
参
考
文
献
〉 

 

　『
吹
上
町
の
文
化
財
と
神
話
・
伝
説
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
吹
上
町 

　『
永
吉
に
眠
る
篤
姫
の
兄
久
敬
』 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
土
原
伸
也 

　『
天
璋
院
篤
姫
』　
　
寺
尾
美
保 

　
平
成
二
十
年
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
天
璋
院
篤
姫
」
が
放
映
さ
れ
る
の
を
機
に
、

篤
姫
や
明
治
維
新
に
関
わ
る
日
置
市
内
の
人
物
や
文
化
財
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま

す
。 

　
明
治
維
新
最
大
の
功
労
者
の
一
人
で
あ
る
西
郷
隆
盛
は
、
明
治
維
新
か
ら
西
南
戦

争
ま
で
の
間
に
、
吹
上
地
域
に
何
回
か
訪
れ
て
お
り
、
ゆ
か
り
の
地
が
い
く
つ
か
残
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
吹
上
地
域
に
は
篤
姫
の
兄
弟
に
ま
つ
わ
る
史
跡
も
あ
り
ま
す
。

西
郷
は
篤
姫
と
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。 

島津久敬の墓 

西郷南洲翁来遊の碑 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

湯の浦カントリー倶楽部 

吹上支所 

さつま湖 

ゆーぷる吹上 

吉利物産館 

かめまる館 

山神之郷公園 

吹
上
砂
丘
荘 

西郷南洲翁来遊の碑 

天昌寺跡 
（島津久敬の墓） 

270

270




